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ウイグル文 『阿毘達磨順正理論』
一 大英 図書 館所 蔵Or .8212-75Bか ら・

庄垣 内 正 弘

ま え が き

大英 図書館所蔵 のウイグノレ語写本Or.8212-75A/Bは1907年 にAurelStein

に よ って敦煙 の千仏洞 よ り将来 され た文献 である.こ の文献 に関 して,1921年

(1)
に はSteinが そ の体裁 につ いて記述 し,1925年 に は羽 田亨 が奥書 を中心 とし

(2)
なが らもそ の全体 につい て解説 した.彼 らはこの文献 の内容 を 『阿毘達磨倶舎

論実義疏』 に同定 したが,の ち1790年 に なって §inasiTekinは75Aに 所 属

し,一 か ら一七 の丁 数のあ る 独立 した1冊 子が 『実義疏』 では な くJataka一

(3)
storiesで あ る とと推定 した.さ らに1976年 に筆者 は,TekinのJatakaと

い うの は誤 りで,実 はこの1冊 の 内容がAvadanaで あ る ことを明か に し,そ

(4)
の解 説 とテ クス トを提 出 した.75A/Bに 関 す るそれ以外 の部分,す なわち 『実

義疏』 に関す る研究 は,羽 田享以後Tekinが 上 の記述 とともに奥書 につ いて

触れ,フ ァクシ ミリを出版 したが,ほ かにま とまった研究 は提 出されていない.

この 『実義疏』 は ウイ グノレ文献 中では,ハ ミ本Maitrisimitと な らんで最大

量(お よそ7000行)を 保有 する文献 で,元 代 の ウイ グル語 資料 として と りわけ

重要 な位 置を占めてお り,テ クス ト ・エデ ィシ ョンの早 急の提 出が期待 されて

い る,

この ウイグル仏典 の翻訳 の原典 とな った漢訳 文 『実義 疏』 はサ ンス ク リッ ト

原典 とと もに既 に散逸 しているので,原 典 との対照 に よって全体 の翻訳 を行 う

ことはで きない.し か し幸 いな ことに,こ の仏典中には 『阿毘達 磨倶舎論』や
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『阿毘達磨順正理論』か らのかなりの量の引用文が含まれている。またウイグ
(5)

ノレ語訳文は極端な擬漢文体を使用 しているので,引 用文を漢文 と対照させるこ

とによって,正 確な対訳語彙 と対訳構文を抽出できる.そ れ らを対照漢文をも

たない部分に適用 し,ほ かのウイグル語文献か らの情報を利用すれば全体の翻

訳だけでなく,原 典漢文の再構 もある程度可能 となるにちがいない.

ここでは,75Bに 引用されている 『阿毘達磨順正理論』を捜 し出し,そ の転

写テクス トと対照漢文,和 訳,註 記,さ らに漢語一ウイグノレ語対照語彙を提出

し,漢 文原典再構への足がか りを作 りたい。但 し,対 訳語彙や対訳構文に関す

る詳細な解説は紙面の都合で別稿に譲 りたい.

写 本 テ クス ト頁 行

25B.7～28A.2

46B.4～47A.6

47A.14～47B.8

47B.11～48B.6

52B.5～52B.15

53A.4～53A.5

53B.3～53B.7

53B.8～55A.12

57B.14～58A.11

転写テクス ト文番号

1')65

66～78

79～85

86～106

107～114

115

116～118

119～149

150～160

写 本 テ ク ス ト頁行

59A.10～59B.14

61A.13～61B.14

73B.14～74A.2

74A.14～74B.5

75A.2～76B.9

76B.11～77B.6

79A.15～ ・79B.12

79B.15～80B.13

85B.10～86A.2

転写テクス ト文番号

161～175

176～184

185～186

187～190

191～225

226～242

243～249

250～267

268～271

(但 し,Aは 表Bは 裏)

(1)AurelStaln,88r∫ π4εα,vol.II,Oxford,p.925.

(2)羽 田享 「回鵤 訳 本 安 慧 の倶 舎 論 実 義 疏」 「羽 田 博 士 史 学 論 文 集 』 下1958,pp.148-182.

(3)$inasiTekin,ノ1う 屠 融 α7ηzα一々 06α.莇 δ§ッの`z航 オα彦彦面7魏 α.πδηzαTゐ θ 硫g・π7T7α 郷.

♂観 ・π げ5彦 肋 伽 α渉ゴ'5σ0魏 彿 鋸 α7ッ0η ≠ゐθ1伽 π6α 鷹 ゐ㍑'5!1う ん娩 α7脚 ゐ0`α6δ∫≠γα」

∠46ガ4α7∫ηz々o多 αηαγ読 多α5〃1,GariandPublishing,Ihc,NewYork,1970,pp.IX-X.

(4)庄 垣 内正 弘 「ウ イ グル 語 写 本 ・`観 音 経 相応'一 観 音 経 に関 す る`avadanaL」r東 洋 学 報 』 第

58巻1・2号,1976,pp.01-037.

(5)擬 漢 文 体 は 「阿 含 経 」 ウ イ グ ル文 に も み られ る が,こ れ らに 関 して は,庄 垣 内rウ イグ ル 語 ・

ウ イ グル 語 文 献 の 研 究 』1(神 戸 市 外 国語 大 学 研 究 叢 書 第12冊1982,pp・105-119)を 参 照 さ れ た い.
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テ ク ス ト

漢訳文はウイグノレ文に対照させて掲げ,和 訳 と註は各頁の下部に掲げる.和.

訳は逐語訳 とし,番 号を付 して本来のウイグノレ語順を示すが,大 概は日本語語

順 と一致する.AB1)CD4)EFG3)HI2)→ABHIEFGCD.ウ ィグノレ

語転写は基本的に音素転写を施 したが,若 干のものは 文字転写 で示 した.文

字dとtは 子音d,tを 表すのに混用されているが,こ こでは文字のまま記 し

た.文 字iは 実際にはiとeを あらわすが,区 別せず共にiで 表 した.又,y

に後続 し共鳴子音に先行する第一音節の母音を文字表記 しない単語があるが,

それ らの母音はゼロ表記 した:YM'(yema)→ymaYRLYQ(yarhγ)→yrliγ ・

一方初頭のyに 続 く前舌円唇母音あるいはk6ng廿1の6は 後舌円唇母音を表

示する文字Uで 表記 されているが,こ れらには該当する母音音素を与えた.

なお漢訳文は 『大正新脩大蔵経』(第 二十九巻 毘曇部)を 用いた.但 し,

漢宇は当用漢字を用いた.更 に註記で 「国訳」 と記 したものは 『国訳一切経』

(毘曇部 第二十七巻)の ことである.

-
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buy6rmi6-ingizandaγarmaz360C(4)此 釈 不 然

25Bamtfmunda(8)tagimligols6z-1agali今 且 応 説

qayutfldaγ 一inbirtuγmaq(9)一1iγbir何 縁 一 生 一 住 一 滅 及 一

turmaq-1iγbirardmakligulatibirt膳mg-ta果 等 心 心 所 中

ulatikδng益Ik6ngul-tなki(10)nom-1ar-ta

sδz-1adik6ng廿1-nUngadlboluri6-tin説 心 名 内

singar-q1(11)tip

「此 の(な ん じらの)釈 は然 らず」andarar皿 蓋z属 「そのよ うでな い」=然 らず.

「今 且 らく1)応 し3)説 く2)」munda=「 ここに」 嗣且 らく.応 に対 して はtagimligol…
・γa至f/galiの ほか一般 には 一7u/g茸kargakが 用 いられ る.た だ し,不 応 にたい してはtagim-

1igarmaz_一 γa1Vgaliが 用 い られる.

「何 に縁 りて一生一住一滅及び一果等が心心所中で」k6ng茸1-takinom「 心}こある法(心 所

有法)」=心 所.

「説け るや4)心 の名が1)な ると3)内 と2)」 名(v.)に はati/adfbol・ …tipが あて られ る.ほ

か にada一_tipも み られ る.v.留berbn.=noun
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5kδngU1-t註kinombolurtaき 一tinsingar-qftip 心所為外

6豊 不 心所(12)依na6akolk6ng茸1-takinom量 不 心所依仮我心

yiayumank6ng廿1-katayanmazmu.

7bu(13)tayanda6it6zoltayaq-ingakδrti

80dγuraqyaqfnyaγuq註r{i(14)arUadf

bolγukargakiこ 一tinta忌 一tinsingar一(翼tip

是能依性。対彼所依

極親近故。転応名内

926Ayana(15)k6z-taulat芽 一1arkδzbilig-in一 憶 又 非 眼 等 与 眼 識 等 常 為

ulatf-lar-qauzati(1)tayaqbolur装rmaz

10aridibolmaz茸6廿nk6ng廿1k6ngU1-taki

nom-qa(2)為 所 依 性aきlray-ftayaqt6z一 焔g

bolmada61

所依

未曾有心 不与心所

為所依性

11aninyintam(3)k6ngU1-takinom-nungatf

boluri6-tinsfngar-qitip

故唯心所 応名為内

12(4)azuyanamundayanabarqayuadirti或 復 此 中 有 何 殊 理

yorug

13(t茸z-an(5)t註ringin6aarsar)yilayum試r1

k6ngU1-katayaqbolsaruqfdipbolur(6)

i～1-tinsfngar-qitip

与仮我心為所依者 立

之為内.

5

6

7

8

9

10

1

2

1

1

13

「心所を1)為 すや3)外 と2)」 「為」(v.)は目的語を とらない ときにはboLが,と るとき にはq翌1・

が一般 に用い られる.

「豊 に心所 は仮我心へ依 ら.ざるや 」「豊」はna醗kol_mu「 ど うして…か」で表現 されて いる.

「是の能依性 は彼の所依 に対 して」k6甫=「 見 て」=「 対 して」,能 依 はtayanda6f所 依 は

tayaq又 はtayaq-lfγ で表 され る,

「極めて親近,転 じて(そ の)名 は1)な る応 し3)内外 と2)」aruaraは168で も「転」にあて られ

ている.ま たInsadi-Sntraで はar廿a城 は「漸漸」に対 してあて られてい る.(semihTezcan,

Dα∫厩gπrJ∬加 ∬η5α4f-3廃'rα.BτTIII.皿o.659).ta§ 一tin「外」 は不要.漢 文 の故 にあたる

ウイグル語 はない.

「又,眼 等 は眼識等へ常 に所依 と為 るに非ず」

「曽て1)有 らずゆえ3)心 が心所へ所依性 と為 らざること2)」a§iray・i=skt,a§raya「 所依」.

ar宝dibolmaz=「 未 曽有」6f.no.30.本 来 は 「未 だ曽て,心 ありて心所 のために所依性 と為

らざることあ らず」(国 訳一切経p.132).

「故 に唯,心 所の(そ の)名 は1)為 す3)内 と2)」 「応 」にあた るウイグル語がない.

「或 は復 た此 の中にまた1)有 るや3)何 の殊 る理2)」2番 目のyanaは 不 要.adfrt1の 一了は不要?

あるいはここで切れて,「 何の殊 ること」 と訳すべ きか.cf.13。

「仮我心へ所依 と為れ ば(之 れを)立 てて1)為 す3)内 と2)」tUz・ 茸ntar玉ngin6aarsar隅?

t廿z一茸nはt6z-inで12のy6rugに つなが り,「 理性の深き もの として は」 と訳すべ きか.
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uqi雌1maduqtayanda6f-sinan了nsiz-1ar-ning

qayus6z-1註mi忌 一ingiz-1ar(7)一ningyoq

ardUqraqy6r茸9.yo1-i

又(8)心 少6>yanakδng廿lyarfm-6aa撮r

arsarmanadqaγ 一qatayaq(9)alquk6ng茸1

-1廿gtayaq-1ar-ningbar6a-1ar-nfngad至bolur

iこ(10)一tinsingar一(翼tip

mununguγur-fn-tatagimligarmazmundaγ

tip.(1i)y6rgali

manadqa7-qatayaqbQlmf曲6廿nyilayu-s量n6a

S6z-1am踏(12)01k6ng荘1一 廿gbolurm狛tip

yanayarim-6ak6ng飢 貧 等 依 故.(13)az-ta

ulatl-lar-qatayaqbolurti6Un

kδng廿1一 耳銭r玲ar6a(14)kkir-1igbolγukargak

azu一 こaymayarim-6ak6ngUIyoγun(15)in～5a

saq了n～…rqa.tayaq.bolur茸6廿n

26Balqubar6ayoγunsaqin6-hγ(1)yinξga

.
saq了n6-1iγbolナukarg鼓k

不立能依 故彼所言

無深理趣

又心少分 是我執依

一切心依 皆名為内

由此不応作如是釈

我執依止

我

又少分心

故仮説心為

貧等依故

応一切心皆成染汚

或少分心 尋伺依故

一切応成有尋有伺

14

15

16

17

18

19

20.

21

「立て られ ざりし(そ の)能 依 により,故 に汝 らの所 言の1)無 い3)深 い理趣 は2)」yoqは

実際 にはYUZと かかれて い.る.故(に)対 して はanin「 それ によ り」があて られてい る.

cf.160.「 彼」にたい して,siz-1翫 「なん じ ら」があて られているのはほかに24255256が ある.

「又,心 少 分1)な れば3)我 執へ の依2)一 切心の依などの皆の名は4)為 る6)内 と5)」 「一切」 と

「諸」 にはalquが,「 皆」 にはbar6aあ て られ る.

「此れに由 りて1)応 か らず3)是 の如 くと釈す2)」 「由(り て)」 には常 にuアurin(・ta)が あて ら

れてい る.

「我 執へ 依止 とな りたるが故 に仮に1)説 け り5)心 を2)為 す と4)我 と3)」 「依止」(「たよ ること」)

には 「依」 と同 じ訳語tayaqが あて られてい る.

「又少 分心 は負 等へ 依 となる故 に」 「少 分」=yar董m・6a「 部分(半 分)と して」.

「心 など皆 な染汚 と成る応 し」 ウイグル文には 「一切」 にあた るalquが 抜 けて いる.

「或は少分心 は尋伺へ依 とな る故に」in6aはyin6gaの 誤 り.「 尋伺」=yuqunyinδg益

saqin6「 粗い,細 か い考察」.

「一切は有尋有伺 と成 るべ し」
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22buandaγbolmayutak銭dsarol(2)nまd註gin

antaγbolz-un

23

24

25

26

27

28

29

30

at董rd6ngitilda7basudtγ6f-1ar-fγ(3)bolmaz

廿6廿nbulγali

又 彼 何 能yanasiz-larnadaginuyursiz(4)

一1artadγalik6ng廿1-dakinom-taulatT-lar-

ningmanatqaγt6z(5)bolur-fn(nadagintip

tis註r)

barat'6zk6r廿madqanipbiき.tudyaq(6)

y罎kmakigadqanγuuγu§qilura6貢n

anl驚Unoly6rmi6-ingiz(7)一lar-ning

y6rUg-iodγuraqandaγ.互rmaztip

経…bir6kandaγarsar(8)qayutildaγ 一fn

s6z-1atik6ngUlbolurm試ntip

衆turγaru6z(9)adqanγu-sfn-ta直rk6atap6a

yorlyur

我 謂 於 自 境man(10)arsarqaltT6zadqanγu-

sfn-tauzatiark6註tapこayorlda61(11)artir

k6ng廿1-n廿ngarfdibulduq-maz6di

yorimaγuluq6zadqanγu(12)一s了n-ta

此既不爾 彼云何然

差別因縁不可得故

又彼何能遮心所等我執

依性

ウ
耐
3

4

9
嗣
2

2

以有身見縁五取蕪為境

界故

是故彼釈理定不然

若爾何縁説心為我

恒於自境自在行故

我謂於自境常自在行

「0

6

2

2

7

8

0
ゾ

ワ
臼
2

2

30

心曾無有時不.行自境

「此れ爾 らざ りければ彼は云何然 らん」

「差別の因縁 などを1)不 可 なる故 に3)得 ること2)」basudt6i=basud6i.cf.no.102.

「又 なん じら何 ぞ1)能 くす るや4)遮 す ること3)心 所等の我執性 となるを2)」n乞dagintiptisar

「如何 に といわば」 にあたる漢文 はない.「 能」 には常にu・_・ralV蝉liが あて.られている.
「有身見 は1)縁 じて3)五 取藏 を2)境 界 と為す故 に4)」

「是の故に彼の(な ん じらの)釈 の理は定んで然 らず」 「而」 は常 にin61p「 但」 はtakで

表 されてい る.

「若 し爾 らば何 に縁 りて1)説 け るや5)心 が2)為 ると4)我 と3)」

「恒 に 自境において 自在 に行ず」 漢文の 「故」 にあた るウイグル語がない.

「我 とは謂 わ く自境 に於 て常に 自在行 な り」 「謂」 には常 にqaltiが あて られ ている.ま た

「謂若」 にはqaltib三rδk,qaltikim-1翫 が あて られて いる.

「心 の曽つて1)み つか らざり し時4)行 ぜ ざること3)自 境 に2)」bu呈duqmaz自bu1「 見 つけ

る」一duq(passive)・maz(negative),こ こでは 「無有」}こあて られ ている.一 方223で は同 じ

形式が 「無」 に対 して用 いられて いる.平 行例を知 らないが,bu1・ はbol・ 「な る,あ る」で

ある可能性 もある.
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39

40

aninalquk6ng茸1-ntingbar6a-ningatlbolur

mahtip

(13)nangalquk6ng雌1-takinom-laryma6k

bulmam聴01mantig澄6i(14)adサ

k6ng茸1一 廿gbaきbaきlaγqllmaq-f荘z一 まan輩

sudur-ta(15)yrliqarnf首olyalnguzイn

yo五da6i廿6茸n

27Ao1'YYSL'SYBk6ng茸1-ka(1)tayaq-1iγ 一

fnuyur茸6茸nyo】 奮γahadqanγurlar-tatip

qalti(2)alquk6ngUl-takinom-lar-iγna6a

yma6kturuldursaryavaldur-sar(3)yma6k

in6iptakyig-intudas6z-lamiきt(a)gturulmi首

(4)yavalm聴k6ng廿1-1茸9

s6z-1ami首olm蕊ntipyln琶andaγoq

yalnguzk6ngU16k(5)kδngU1-dakinom-lar-

qaarmaZ

若 法 与 此qayunombuox§atfk6ng銭1(6)

一kaqamaγ 一11γ一sfzaSiγ φISar

anfngatfboluri6tins¥ngar-qf(7)tip

故一切心 皆名為我

非諸心所亦得我名

意為上首故 経説独行

故

彼要依心能行境故

如諸心所 錐亦調伏

而但就勝説調伏心

説我亦然

唯心非所

若法与此似我之心 為

不共益

彼名為内

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

「故 に一 切心 の皆 の名 は1)為 す3)我 と2)」

「諸の心所 も亦1)得 ざ りき3)我 とい う名を2)」 「非」の位置 にn伽g「 決 して」が立 っている,

「意を上首 と為す こ との故 にそれ を経 に1)説 けるが3)独 行 と2)故 に4)」U6Unはyrliqam.きol

の あとにくるのがふつ う.

「彼 は要ず心 に依 りて1)能 くす るが故 に4)行 ず るこ と3)境 などに2)と5)」

「諸 の心所 を亦調伏す といえど も」 「如」はqalti_塘9(36)が あて られてい る.

「而 も但 だ勝 に就 いて1)説 くが如 し3)調伏心を2)」

「説 けるも2)我 と1)亦 然 り3)」

「唯,心 は心所へ非ず」 「唯」 にはya工nguzが あて られ ているが,ほ かでは全てy三n城m

が立つ.

「若 し法 の此 の似(我)心 へ不共益を為せ ば」

「彼の名は1)為 す3)内 と2)」

(165)
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50

munUngtag§ 茸t-inこaa(並innOm-lar-n宝ngat泣

boluriこ 一tin(8)ta§ 一tinsingarqitip

aninalquk6ng廿1-d盗kinom-lar-ningbolmaz

(9)i6dinslngar-qibolmaq-liγm廿n-iqadaq-f

yanaalquk6ngUl-dakinom(10)一1arn猫

yanak6ng"1birlabirtuγmaq-hγturmaq-hγ

t皿atiarsar(11)yrna

ir16ipk6ng{i1-n且ngk6ng廿1-kakδni-sin6aati

boluri6dinsingar-ql(12)tip

非 心 所 者k6ngUl,takinom.lararmaz

bhruγuき 一1uγ6ngiuγuき 一1uγ(13)k6ng員1-1ar

6d1廿m.6dl雌mbirikindi-kak6r茸 一甑

与此相違余法名外

故諸心所無成内失

又諸心所 錐復与心一

生住等

而心望心 独名為内

非 心 所 者

同 異 類 心

展 転 相 望

tayaqbolmaq-liγt6z-ni(14)bar6atidmaz-1ar為 所 依 性 皆 不 捨 故

茸6廿n

alquk6ngU1-d註kinom-lar-ta6ngiuγuき 一1iγ一i諸 心 所 法 異 類 望 心

(15)k6ng廿1-kakδr廿

27Badlrt-1iアodγuraqtidip6ng稲dr茸1廿r驚Un必 定 捨 離 能 依 性 故

(1)tayanda～}it6z-in

1

2

3

4

4

4

4

4

「0
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0
ゾ
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4

4
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4

4

「D

「此れの相違 としての余法の名は1)な す3)内 外 と2)」i6・ti皿 「内」は不要.

「故 に諸の心所の1)無 し3)内 と成 る失は2)」

「又諸 の心所は復 た心 と一 生住の等なれ ども」 「錐」は常 にna6a_・sar/sarymaで 表 され る.

「而 も心の心への望(?)と して(そ の)名 は1)為 す3)内 と2)」 漢文 の「独」にあたるウイグル語 は

ない.k6nisin6aは 「誠実」を意味 し,「 望」にあて るの はむっか しい.あ るいはkδr「見 る」・iき

(dev.noun)璽in6a(equative3rd)?

「非心所」

「同異類心 など」

「展転相 い望み」

「所依 と為 るところの性を皆捨せ ざるが故 に」

「諸 の心所法 において異類が心 に望み」

「必定 して1)捨 離す るが故 に3)能 依性を2)」

(166)
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60

qaltibirδkadg茸k6ng廿1adg{1-1ikkir-1ig-1i

ulati(2)yaraきf-sfzk6ng廿1-kakδrU

tayaqt6zbolsarbar6atidip6ngi(3)

Udr廿1maz

kkir-1igyrhγ 一slzkδngUIymaandaγoqar廿r

(4)心 所birδk記g廿k6ng茸1-takinom-1ar

kkir-ligulati.yrh7二sizkδng廿1-kakδr{i

tidsartayanda6it6z-inkkir-1igyrlfγ 一sfz-f

(5)ad描ngak6r廿ymまandaγoqbolur

anink6ng丘1一 廿gk6ng廿1-kak6r茸(6)tayaq

tδzbolduq-tabolmaz驚 廿nbirikindi-k註

ad宝rii首maztfdf1(7)一i§maz-f

bolm踏01adfbo1γahiこdinslngar-qftip

心 所(8)望 心k6ng廿1一 舩kinom-uγk6ng廿1-ka

kδr茸

taya皐da6it6zbolsarbolur質 ～i廿nbir(9)

ikinti-ka 、atfrf1聴maztidf1踏maz4bUlmam踏

01i～ …tinsingar-qftigU6i(10)adiγ

又yana母quk6ng員1-takinom-1ar-ning

ox忌adik6ngal-kak6r菰

謂若善心 望善染汚及

無記心

361A(1)為 所依性

皆不捨離

染汚無記心亦如是

若善心所望彼染汚及無

記心

捨能依性 染汚無記望

余亦爾

故心望心為所依性

無相聞隔

得名為内

心所望心

為能依性 有相間隔

不得内名

又諸心所 望同類心.
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「謂 わ く若 し善心 が善 と汚染 と及 び無記心(?)に 望み」yara首i・Sfzk6皿g削 はyrli7-sizk6 ・

ng伍 の誤写か.

「所依性 と為れ ば皆 は捨離せず」

「染汚,無 記心 は是れ亦是 の如 し」 「亦」 には常 にymaが,「 又」と 「復」 にはyanaが あて られ

ている.

「若 し善 の心所が染汚,及 び無記心 に望み」

「捨て なば2)能 依性を1)染 汚(そ の)無 記は余 に望んで亦た繭 なり3)」

「故 に心を心 に望み所依性 と為 りしとき1)無 きため3)相 間隔2)」

「得 たり4)(そ の)名 は1)為 り3)内 と2)」

「心所を心 に望み」

「能依性 と為 るな らば1)有 るため に3)相 間隔2)得 ざりき5)内 とい う名を4)」

「又諸 の心所が同類心へ望み」

(167)



61tayan(11)一da61't6zbolmaq-fazuy舷ukUg

az-uym蕊azbolur

62kδng廿1-n荘ngtayaq(12)bolmaq-1'δdr茸

andaγmununguγur-1'n-tai6dinsi'ngar-qi'

tigtt6i(13)adtururk6ngUl-tanom-ta

の
armaztlp

63門 若 大 地 法bir6k(14)andaγarsaruluγ

orun-luγnom-lartagingifkargaki6din(15)

singar-q'itigti～ …iadfγtip

6428Aandaγtirmazk6ngUl-dakinom-lar-ni'ng

(1)arq-auγuき 一i'ardatγuluqbolurtt6ifn

65qalti'pardak6an-lar-ta(2)ttiきmada6it6r銭 一

1銭9-it銭9

6646Byanakirsiznom.odγuraqk6rmtik一 憶(5)

tarγarγUluqtirm琶Z

67ani'tt6unadqandaM'niz-vani'一1arbirdam-lig

tayanm踏6d(6)一tatimin6kadi'bolur

驚Untayanm遣tip

68yanaaltin6tirmaz(7)一tintuγmf罰ymtt6k

andaγk6rmak-tatarγarγuluqarmliz

為能依性 或多或少

心為所依 則不如是由

此内名在心非所

若爾大法応受内名

不爾心所朋類壊故

如異生中不随法者

362C(18)

定非見断

縁彼煩悩

方名断故

又不染法

究寛断時

又非六生 亦非見断

1

2

3

4

5

6

7

86

6

6

6

6

6

6

6

「能依性 と為 ること或は多或は少な り」

「心の所依 と為 るは則ち是 くの如 く此れ}ζ由りて内 という名 は1)在 る3)心 に2)所}こ非ず と4)」

andaγ のあとにarmazが 欠 落 してい る?

「若 し醐 らば大地法 は1)受 くべ し3)内 という名を2)と4)」

「爾 らず心所 の朋類 は壊す ることとなる故」ardat7uluqのtは は っき りしない.arq・a「 背.後」,

arq・auγu忌 で 「朋類」.

「異生 の中の不 随法 者の如 し」pardak6an=skt.pτthag-jana

「又 不染法 は定 んで見断に非 らず」

「彼のために縁ず る煩悩は究 寛 してたよ りし時,方 に(そ の)名 は1)な るが故 に3)依 と2)」 漢

語の 「断」に対 して ウイグル語 は「依」が入 っている。「方」(に)はtimin(6k)が 常 に用い られ る.

「又,非 六生 も亦か くの ごとく見断 に非ず」altln6armaz・tint町m踏 「第六で ないものか ら

生 じた もの」=「 非六生」

(168)
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altm6arsar.(8)qaltfkδng蓮lorunar廿r六 謂 意 処

mundaδngiin6iptuγm踏 一qaadam踏01altfn6.異 此 而 生 名 非 六 生

(9)arm琶z-tintuγlni首tip

mundaγk6z-taulatibiきarklig-1ar-tintuγm猶 是 従 眼 等 五 根 生 義

(10)tipy6rUgol

即 五 識 等oloqbiきbilig-taulatf-1ar(11)即 五 識 等

adqanip6ngadqanγuqta母aruuγur一1n外 門 転 故

avril廿r驚Unk6rmak-ta(12)tarγarγ1皿uqarまn銭z

yanaalqu6ngnom-1arandaγyanakir-1ig又 諸 色 法

kir(13)一siznom-laryma6kk6rmak一 憶 亦 非 見 断

tarγarγuluqarmaz

qaltfkirsiznom-1ar(14)taganfadqanda6i

niz-vanf-1ar-qabirdam1まtitarγarmi忌 δd-t註

timin(15)δkadibolur畳6廿ntayanmaqtip

47A断 義 云 何tarfqmaq幽nfn9(1)y6炬9iyma

qayuoltiptisarqavfras至n6abolurikitδrl茸9

(2)ang,ilkibaγ 一tfn6ngi廿dr廿1mまk慧z-a

tarγarmaq二ikinti3dqanγu-t笈n(3)6ngi

廿dr茸1mak茸z-atarγarmaq

縁色等境

非見所断

若染不染

如不染法 縁彼煩悩

究寛断時 方名断故

断義云何 略有二種

一離縛断二離境断

9
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9
9
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7

7
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「六 とは謂わ く意処な り」

「此れ と異 にして,而 して生 じたものへ1)名 けた り3)非六生 と2)」

「是の ごと.く眼等の五根 より生 じたという義なり」

「即 ち五識等1)縁 じて3)色 境を2)外 門で転ず るが故 に見所断 に非 らず4)」k6rmaktatar7'ar・

γuluq「 見 において断つ ところの もの」=「 所 見断」.こ のよ うな「所」にはふつ う ・γu恥q/gu磁k

が用い られ る.

「又諸 の色法 はか くのごと くまた染,不 染 法 も亦見 において断ず ること非 らず」

「不染汚 の法 の如 く彼 を縁 ずる煩悩へ究寛 して断ぜ し時に方 に(そ の)名 が1)な る故 に3)依 と2)」

漢文 「断」 にたい して 「依」がは いって いる.

「断の義 は何 と云わ ば略 して1)有 り3)二 種2)」

「一 は離縛断,二 は離境 断」baγ 一th6ngi廿drUlmak廿z・atarγarmaq「 縛か ら離れる こと

にお いて断つ こと」 言 「離縛断」.

(169)



77baγ 一tin6ngi茸dr廿1mak荘z-a(4)tarγarmaq

鼓rsarqaltisuduf-tayrhqam翌 §01

78yoqadur-tuq-ta(5)iこ 一tinsfngar一(罫k6zu7uき 一

uγ δn-in一 δ装kirt茸 一sin～}abil哉ruqar(6)mn

yoqad-turdumi6t-in.s了ngar-q1kδzqo忌uγuγ

tip

7947A離 境 界 者..adqanγu-tln6hgndf廿(1)mak

茸z-atarγarmaq(15)arsar、qaltfsudur-ta

yrhqami首01

8047Bsiz-1artoy1n-lar-akim-1註r(1)usark6z-tま

tarγarγallamranmaqaZ-1γ

81muni茸z-a6dr廿.adl(2)bolurk6z一 廿g

birda・nlatitarγar7alfum踏tip

82abfdarmiki-hγalqu(3)uluγ 首astirakari

baxきi門lars6z」1ar

8301kazigtizig-katayaq(4)一hγ 一inuq了dm踏01

ikit6rlUgtarγarmaq-hγ

84一 ・自 」性断(5)ang'ilkiδztδz-intarγarmaq

ikintiadqaγ 一intarγarmaq

離縛断者 如契経言

於無内眼結如実了知我

無内眼結

離境断者 如契経言

汝等芯留 若能於眼

断欲貧者

是則名為眼得永断

阿毘達磨諸大論師

依彼次第 立二種断

一自性断 こ所縁断

77
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7
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8

「離縛断 とはま さに契経 に言い けり」yrliqamiきdは 釈尊の言,す なわ ち 「宣 う」を表 して

いる.

「無 くするこ とに於 て2)内 眼結を1)如 実 に3)了 知す8)我 は4)無 くせ し6)内眼結を5)と7)」

「離境 断とはまさに契経に言い しものな り」adqanγu・tfnδngi茸drUlmak「 境か ら離断す る

こ と」=「 離境断」.

「汝 ら芯 鋼よ1)若 し2)能 くするな ら6)眼 に於て3)断 つ こと5)欲 貧を4)」 「若」 に対 してkim・lar

「だれか」が あて られて いる.

「是れ にお いて則 ち名は工)為す3)眼 得永断 と2)」k6z・Ugbirdam翫itarγar7aliumiS「 眼

を永 く断ち得 るもの」 」「眼得永断」.

「阿毘 達磨の諸大論師 らいわ く」 き・・t1・ak・・1〈 ・kt泊a・t・aka・a.・bid・ ・mfk7-1fr〈,k亡.

abhidharlna-h(chin.経)・liγ(所 属).

「彼の次第へ依 りて1)立 てた3)二 種の断を2)」

「一 は 自性 断二は所 縁断」

(170)



85qayunom(6)mundaqo蓉uγ 一uγulat至bir

t6z-1廿g-tauzaqibolsary6rUndなki(7)tuγm騰

6d-taanTngpirapdis董ntarγarsaradami忌

ol6z(8)t6z-intarγarmi忌tip

8647B(11)anTtardmi忌 驚 廿nadqanγu-1uγ

87

88

89

90

91

92

363A(1)若 法是結及

一果等 対治生時

於彼得断 名自性断

由彼断故於所縁事 便

vastu-taδdr廿bolurbaγ(12)一tin6ngi渡dralgali得 離 繋

odγuraqandaγ 一ipirapdf-qa(13)t通ka1-1ig不 必 於 中 得 不 成 就 名

bolmaq-ln-tfnadam鶯armazadqaγ 一ln所 縁 断

tarγarmiきtip

(14)mundaalquapymaaqlγ 一hγ6ng-1ar-ta止 ヒ中 一 切 若 有 漏 色

apymakir(15)一sizaqfγ 一hγ6ngs廿z-ta若 不 染 汚 有 漏 無 色

48Aulatfolalqutagm欲tuγmaq-ta(1)ulati及 彼 諸 得 生 等 法 上

nom-1ar

bark6rmak-tatarγarγuluqulatibfきrunmaq-ta

(2)tarγarγuluqalquqoきuγ 廿z-aqo忌tflγUluq

bolmaq-f

munfmun6ulayualqu(3)qo忌uγ 一lar-qaanこan

an6ank(a)zig-6atarγarmi忌6d-ta

有見所断及修所断 諸

結所繋

如是諸結 漸次断時
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「若 し法 が是 こに結を,及 び一果(?)に おいて,遠 いもの となるな らば(?)(そ の)対 治が生ぜ

し時 に彼の得を断つ ならば1)名 けた り3)自 性断 と2)」pirapdi=skt.prapti「 得」.tδz-IUgは

t菰6一磁gの 誤 りであ ろう.国 訳:「 若 し法,是 れ結 にして,及 び一果等の対治の生ず る時,彼 れ

に於て断を得 るを,自 性断 と名 く。」.す くな くとも 「於彼得 断」 に対す るウイグル語訳 は誤 り.
.「彼を断 じたるが故 に所縁事 に於 て便 ちユ)得3)繋 を離 るるを2)」vastuニskt ,vastu「 事」.

「必ずか くのごときものは得へ成就す ることか ら1)名 け しにあ らず3)所 縁 断 と2)」 ウイグル文

は漢文 と少 し異な る.国 訳:「 必ず しも中 に於て,不 成就を得ざ るを,所 縁断 と名 く。」.

「此の 中に一切 の若 し くは有漏色 に」apymaは89のapymaと 共 に 「若 し くは… … 若 しく

は」を表す.

「若 し くは不染汚,有 漏 の無 色に」

「及 び彼 の諸 の得生等 の法 に,」

「有 り2)見 所 断及 び修所 断の諸結 におけ る所繋 とな ること1)」k敬m註k・tatarγar7u正uq「 見

において断つ ところのこと」=「 見 所断」.b1きrunmaq・tatar7arγuluq「 修 において 断つ とこ

ろの こと」=「 修所 断」.

「是 くの如き諸結へ漸 次に断ぜ し時に」
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94

birbir(4)bδ1uk-taki6ngin6nginangayu於 一 一 品 各 別 体 上

t6z-1ar-t益u

tursarbaγ 一tin(5)6ngi賛dr廿lmak4igPirapdi起 離 繋 得 時 彼 諸 結 及 一

olδd-taolalquqo首uγ 一larulati(6)bir

tUき一1茸9-taulati-1ar-ningbar～5a-ningadfbolur

tarfqu(7)tukadmi首tip

95彼 有 漏 色olaq1γ 一hγ6ng4ar-ta(8)ulatikirsiz

96aqlγ 一1fγ6ngs廿z-tabirlayanaalqu塘gmak

tuγlnaq(9)一tauladinom-1arta
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100

101

果等 皆名已断

彼有漏色 及不染汚

有漏無色 井彼諸得生

等法上

alqubar6a-tin6ngi茸dralmak-1ig(10)pirapdiγ 諸 離 繋 得

01δd-t盗turγurmf§ 一qaadfbolmaztarfqm驚tip爾 時 未 起

(11)01alqunom-laryintamolorun-taqf

qamaγ 一taangkinkioq(12)一suzyoliyin

tarfqur茸6Un

nangalquk6rmakyo1廿z-a(13)uyurarmaz非 諸 見 道

驚 盤nadirt-fiyiniyinkazig-6akir-tin6ngi第 離 染

(14)廿dUrUlg註li

nadaginuzuntarγarγaho16ng-tanom-lar-iγ 云

未名為断

由彼諸法唯随彼地最後

無間道諸断故

能随地別次

何能断彼色等法

3

4

0
ゾ

9

95

96

97

98

99

100

101

「一一の品 にあ る各別の体 に於け る」

「起 こすな らば2)離 繋得を1)そ の時に彼 の諸結及び一 果等な どの皆の名は3)な る5)已 断 と4)」

baγ一tinδ 丑giUdr蔵 正mまk・llgpirapdf「 繋か ら離れ るこ との得」コ 「離繋得」.漢 語の 「已」

には常に 一u俺(geru皿d)繊kat一 があて られて いる.

「彼の有漏 の色 に及び不染汚 の」

「有漏の無色 に井 に諸の得生等の法 らに」 「井」 にはb量rlayana「 ともにまた」 があて られ

てい る.

「諸 の離繋得 を」bar6aはbaγ のあやま り.cf,94.

「爾 の時 に起 き しこ とへ(そ の)名 は1)為 さず3)断 と2)」turγurm踏 はtur7urmamf6「 起

こらなか った(こ と)」 の誤りであろ う,

「彼 の諸法 は唯だ彼 の地 にあり し最後 の無 間道 に随いて断ず るが故 に」

「諸 の見道 において1)能 くせ ざるがため3)(そ の)別 に随いて次第 として染を離 るる こと2)」

国訳 「能 く地の別の次第 に随 って,離 染す るに非ず。」

「云何 ぞ1)能 くせんや4)断 ずる こと3)彼 の色(等 の)法 などを2)」6ng・taの あとにulat誓lar・

ning「 等 の」 がぬ けている.

(172)



10248Bt廿z(15)一 茸n-1arkirt廿 一sink6rmiき 一lar

arsaralquayiγa彰un-ta(li(1)nom-lar-ning

qamaγbasud6f-siags廿k驚 菰nbl血t茸k茸d琶r

見聖諦者 諸悪趣法

衆縁闘故 己得不生

tuγ1:naq(2)一sとz一 望n

103aniadqanγu6fniz-vanflar-fγtarγarmaduq 縁彼煩悩未断尽故

alqmaduq驚 廿n

104(3)anflayuoqadfbolmaztarlqm踏tip

105問 若 法未断qayunom(4)tar宝qmadfnbulu

t茸kadsartuγmaq-siz-fγazuでaym溢t渡ka1

(5)一ligbolmasar

猶未名断

若法未断己得不生 或

不成就

106mu航atarfqu協kadmakbirlabarqayu(6)此 与 已断有何差別

adirtitip

10752Balqunom-lar-ta(6)yintamikit6rl壮g

　
nom-laroq註rUrk6rUm-n廿ng6zt6z-1

1086ngl銭g(7)nom-1ar-tayintamk6z-nang

ar廿rkδr廿m

363C(15)一 切 法中

唯有二法 是見自体

有色法中 唯眼是見

1096ng-s肱nom-1ar-tauγur-i(8)yaruqya帥q無 色 法 中 行 相 明 利

ytisikizadqanγuuγu6-uγyin6arda6i 推度境界

量zdata6i

102

103

104

105

106

107

108

109

「見聖諦 は諸 の 悪趣 にあ りし 法の衆縁の 閾けている故 に1)得 已う3)不 生 を2)」t逓z・ 茸n・1謹r

k三rt萱一sinkδrm三濁 翫 「聖(者)な どの諦を見 た もの」=「 見聖諦」.ay寿a加 皿「悪 い世界」謂

「悪趣1.qamaγbasud6i「 全てのよ りどころ」=「 衆縁」.

「彼 に縁 るものは煩悩 を未 だ断尽せ ざ るが故に」adqanγu醗 はa'dqanγu6董,tarγarmaduq

はta'rrarmaduqと かかれて いる.国 訳 「彼 の煩悩,未 だ断尽せ ざ るに縁 るが故 に」.

「猶 お(そ の)名 は1)な らず3)断 と2)」 「猶(お)」 には常 にaロilayuoqが あて られて いる.

「若 し法 が未だ 断ぜず1),得 已り3)不 生 を2),或 はまた成就せ ざれば4)」

「此 こで 已断 と1)有 りや3)何 の差別2)と4)」tariγu憎kadmak「 断 じ已え ること」鵠「已断」.

「一 切の法 における唯 二種 の法は1)な り3)見 の 自体2)」

「有色法 において唯眼 の もののみ1)な り3)見2)」k6z・ 鱒ngはk6z6kの あや まりか.

「無色法 において行相(?)は 明利,境 界 を推度す る もの」 ロγurは 「行相」にあて られてい る

が,ふ つ うは 「原因」 「理 由」 「機会」を表す.
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112

113

114

115
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(9)i6gar廿uγur-fnavri1廿r驚 廿nbilgabilig内 門 転 慧i

arUrolk6rtimadfn(10)一lar-iarm巨z

mundak6z-n甑gtδz-iqalti6ngdUns6z-1ay廿 此 中 眼 相

t茸kadm踏(11)tagtidiryirtin6茸 一taki-1まr一臆 世 間 共 了

yomγf-qabililmi首

驚 廿nk6rmak(12)yaruqya甑q6ngUg観 照 色 故

qarangγut嬉 甜d-in6a廿 蕊niき 一ik廿dUk-i(13)用 明 利 故

yaruqyaきuqytisikiz赴6廿n

s6z一盗miき91kδz-n廿ngadibolur(14)k6r廿mtip説 眼 名 見

biきkir-1igkδr廿m-1ar-iganuきayakoき 一takin

uqidγay(15)bizaningt6zin

53Ayirtiこ 廿一1廿gk6nik6r廿marsarqalti

k6ngUIbiligbirla(5)yaradflmi忌adg廿

aqfγ 一liγyigatruqbilgabilig

53Barlg'ikik6nik6r壮mtigu6isav-ta

ttikaltudulurU～iagU

angaru(4)ad至rip廿6q丑maqイarsaruqidγahr

豊6廿nまr茸rpardakこan(5)bo6γut-1tlγboき γut-

suzorun廿z-a茸6k6r渡m-1ar-ningadiri1(6)

一m聴 一in

110

111

112

113

114

115

116

117

是見非余

如前已説

闇相違故

五染汚見 随眠品中当

弁其相

362C(20)世 間正見

謂意識相応 善有漏勝

慧

363C(23)一 正見言

具摂三種

別開三者 為顕異生学

無学地 三見別故

「内門 に転ず るが ために慧 は1)な り3)見2)余 に非ず4)」avri遁rは'avri職rと かかれて いる.

「此にお いて眼の相 は前 に説 き已えたるが如 く1)と いわ る3)世 間へ共に了 した2)」

「故 に3)観 ず るが2)照 色 を1)闇 の(そ の)相 違 と しての故 に(そ の)用 が明利故4)」 最初 の 舐脆n

「故 に」 はk6rmakの あとに くるのがふ つう.

「説け り4)眼 の名 が1)な ると3)見 と2)」

「五 の染汚 の 見 を 随眠品 に當 に1)弁 ぜん(わ れ らは)3)其 の相を2)」anu§ayako首=skt.

anu舶yako6a,skt.anu6ayako§a・sthana・ 「随眠品」(平 川彰 ほか 『倶舎論索 引』第一部1973

年P・27).「 当(に)」に対 して157で はin6ipが あて られ ているが,こ こではkin「 後 に」 があ

て られている.kinの 立つ例 はOr.8212-75Aの94a,117a,128bに 見 られ る.

「世間の正見 とは謂わ く意識 と相応せ し善の有 漏の勝慧」atruqは'truqと かかれてい る.

「一 の正見 という言に具 は1)摂 す3)三(種)を2)」

「別開 して2)三 を1)為 す こと3)顕 わす故 なり5)異 生,学,無 学地 において三見 の別 となり しこと

を4)」

(174)



118yanauqidγahr廿 ～5荘nar置ran6anan6an

kazig-6a(7)biきrunmaq6gradinmak-ning

tuγmi忌 一in

11953Bin6aqal廿t廿n(9)ti1廿 き一in-t註ay-taulatf-

1ar-ningyaruqyoq-ln-tabulid(10)BU'''"Q

btikbolupqarar卑iき 一in-tain6ipkaz-a

yorfduq-ta(11)u6rumada-1iγ 一qa

120kδrg廿1廿k-6a6ng-1ar-ningk6rk(12)一lar-ning

bolmaz註rsartadrUarmazbolmaq-1

121biきt6r1廿gkkir-1ig(13)k6rUm-1arOz-a

nomuγk6rmakymaandaγoqar廿r

12254Ain6銭(14)qaltft伽 廿1雌 一in-taula撹 一lar-

ningyaruq-ibar-in-ta(15)6ngikidarip

alqub蓮kUz一 まqararmaq-fγin6ipkaz-a(1)

yor至duq-tau6rumada-hγ 一ta

123k6rg廿1廿k6ng-1ark6rk-lar(2)yarim.6a

yruqarlγbolmi忌 憶9

124yirtinこ 廿一1廿gk6nik6r廿mUz一 銭(3)nomuγ

kδrmakymaandaγoqar茸r

又顕漸次修習生故

363C(24)讐 如夜分

無月等明雲霧晦冥而遊

険阻

所見色像無非顛倒

五染汚見 観法亦爾

讐如夜分有月等明除諸

晦冥而遊険阻

所見色像少分明浄

世間正見 観法亦爾

8

0
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ー
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1
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「又1)顕 す故な り3)漸 次修習の生を2)」

「讐えば夜分に月等の明無 きに雲霧晦冥せ しときに而 して1)遊 び しとき3)険 阻 に2)」

BU'''"Ω=霧?cf.128.「 讐 如」はin6aqahi… 一ta(tag)で表 され る.bUkbolupq .aranm騰
=「晦冥」,bUkは ふつ うは 「茂み」を表す.

「所見 として色の像の1)無 ければ3)顛 倒な らざること2)」

「五 しゅの染汚 の見 において法を観 るも亦爾 なり」

「磐え ば夜分において〈月〉等 の明有 ることに お.いて1)除 き3)諸 晦冥を2)而 して4)遊 ぶとき6)

険阻に5)」 茸IU6・in・taのあとにay-ta「 月」(10cative)が ぬけている.b廿k廿z・aqaran・

maq=「 晦冥」.cf.119.

「所見 の色像,.少 分 明浄 となり しが如 し」

「世 間の正見 において法を観 るも亦爾 なり」
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126

127

128

129

130

131

in6註qaltf(4)k韻n-d{izd1Uき 一in-tabulfd

tumanyuqaruaγdinfp6rdmi§(5)k61idmi首 一

in-takUrltngritilgan-inindpkaz一 …iyofiduq-

tat銭z(6)ta忌angorun-ta

k6rg菰1廿k-6a6ng-1aran6anan6antikliy{i(7)

k6z茸nmiき 一itag

boき7ut-1uγk6nik6r且mUz-anomuγk6rmak

yrna(8)andaγoq琶rUr

in6aqaltik茸r1-d肱 茸IU忌一in-ta然 日 野 光(9)

k廿ntngri-ningy(i)rdilm踏isig60γ 一箇z-a

bulitBU'''"Qariγ(10)一layutig廿tag.

a611duq-fn-tain6ipkazayoriduq-tattiz(11)

ta首angorun-ta

kδrg廿 一1廿k-6a6ng-lark6rk-1arqamaγ(12)

一tayruqarfγbolmi§ 一至 懐9

bo$γud-sμzk6nik6r廿m廿z-a(13)nomuγ

k6rmakym琶andaγoqartir

如 如 行 者an6aan6a(14)yoga砿rf-laran6an

an6an6gradinipbilgabilig-igtuγur(15)

一maq-ta

125

讐如尽分雲騎上昇掩蔽

日輪而遊平坦

所見色像漸増明浄

有学正見 観法亦爾

讐如尽分烈日野光雰霧

廓清而遊平坦

所見色像最極明浄

無学正見 観法亦爾

如如行者漸習慧生

126

7

8

99
2

1

1

129

130

131

「薯えば昼分 におけ る雲霧が上に昇 り1)掩 蔽せ しことにお いて3)日 輪を2)而 して4)遊 び しとき

6)平 坦 の地 に5)」ta飴ngに っ いては,庄 垣 内rウ イグル語 ・ウイグル 語 文献の 研究1』

(1982年P.164註112)を 参照.「 雲騎」 に対 してbulidtuman「 雲霧」 が入 って いる.

「所見 としての色は漸 く増 して明浄 になりしが如 し」 「明浄」k6z茸nrに 対 して123な どではyruq

arr7bol一 が立っ。6ng・1乞rの あとにk6rk-1ar(像)が ぬ けている,

「有学 の正見 において法を観 るも亦繭 なり」

「讐えば昼分において 日の野せ し熱き(烈 しき)光 において雰霧 を清め るがごと くに廓 げたとき

に而 して1)遊 び しとき3)平 坦地 に2)」 「清 めるがごと く」 はarir・layutigUtag「 清 めてい

うのごと く」 と直訳 できる.BU'''"Ω 言霧?

「所見 としての色像は最極において明浄 なるが如 し」

「無学の正見において法を観 るも亦爾な り」

「如如の行者は漸 く習 して慧を生ず ることにお いて」an6aan6aは'NC'`NC'と かか れてい

る.`NC'はn畿aと よむべきか.国 訳 「如如の行 者の漸習生と して,」.
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133

134

135.

136
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138

54Btarγarmi忌 一6a6zk6ng廿1-takibilig-siz-1ig

qarangγu(1)一nungadfrt-tTnan6aan6aoq

alquadqaγ 一in-tak6nik6r茸m(2)an6an

an益an廿kliyUaffγyruqbolmaq廿z-aadfrt

δngibolur(3)adqanγu-1uqadqanγu」slariγ

kkir-1igbolurarmaz

tuyunmaqbilgま(4)bilig-ningkkir-itidi7-i

baryoqboim騰tまg驚 茸nanfnqaltf(5)

adqaγ 一f-ningbolurarfγ イkkir4ig-i

munfalquk6rUm-1arigyomdarsar(6)uγuき

Uz-abohlrbi§

一yrlfγ 一sf乞uγuき 一luγ ニニikintikkir-hg(7)

uγ聴 一1uγ 三 廿6廿n6adg茸aqiγ 一11γuγ聴 一1uγ 四

t6rtUn6bo67ud(8)一luγuγu§ 一1uγbi§in6

bo首1ud-suzuγuき 一1uγ

無 記 類 中(9)yrlfγ 一sfzuγu島taqik6zarklig

ar韻rk6z

qu1γaq-taulatf(10)alqtlarklig-1註ralqu

6rd廿g-stizyrhγ 一sizbilgabiig一 懐(11)ulatf-

laralqubar6ak6r茸marmaz

除自心中愚闇差別 如

是如是

於諸所縁 正見漸増明

浄有異 非所縁境 有

浄不浄

由自覚慧垢障有無 故

謂所縁有浄不浄

如是諸見 総類有五

一無記類 二染汚類

三善有漏類 四有学類

五無.学類

無記類中 眼根是見

耳等諸根 一切無覆無

記慧等 悉皆非見

132

133

134

135

136

137
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「除き しが ごとき 自心中の愚闇の差別 是の如 し是 の如 し」 国訳では 「自心 の中の愚闇 を除 く

が如 き差別,是 の如 し.是 の如 し.」 とあ る.adfrtの あとに 一thと もよめ る一 形式がある.

「諸の所縁において正見が漸 く増 して明浄な ることにおいて異有 るは所縁の境が浄,不 浄有 るに

非ず」arfγyruqbolmaqはyruqari7bolmaq「 明浄」 の誤 り.

「覚慧の垢障が有無 となりしが ごとき故.ゆ え}こ謂わ く所縁 の1)有 り(と いう)3)浄,不 浄2)」

「是の(ご とく)諸 見を総ぶ るな らば類に1)有 り3)五2)」muniの 後にmun6ulayuが ぬけ

て いる.

「一は無記類,二 は染汚類,三 は善有漏類,四 は有学.類,五 は無学類」

「無記類 中,眼 根 は1)な り3)見2)」 二つめ のk6zはk6ram「 見」 の誤 り.

「耳等の諸根な ど一切の無覆無記の慧等は悉 く皆 な見に非ず」

(177)



139kkir-1iguγuき 一taqibiきk6r茸m-1且r(12)ar逓r 染汚類中 五見是見

kδr蓑m

140ad了nkkir-1igbilgabilig-1aralqubar6a

kδr{imarmaz

余染汚慧 悉皆非見

141(13)qaltiaz6vkak廿van6qamaγ 一h7-siz

bilig.sizsizigbirla(14)tuγm送bilga

bilig-1arar茸r

142adinkkir-1ignom-1aryma6k(15)bar6a

k6r茸marm琶z

謂貧瞑漫不共無明疑倶

生慧

余染汚法 亦皆非見

14355A有 学 類 中bo母ud-1uγuγ 嘘 一taqiaq1γ(1)

bilgabiligarUrk6rUm

144bo首 γudsuzuγu忌 一taδngikidarip(2)alqfn6廿

Y"L'tuγ 皿aq-sfzbigabilig-lar-igadfnbo忌 γu

(3)一dsuzbilg註bilig-laralqubar6aarUr

k6r茸m

有学類中 無慧非見

但余非見 無学類中

尽無生智及余非見 余

無学慧一切是見

145adgUaqiγ 一liγ(4)uγuき 一tayintamk6ng廿1

biligbir1誼yaradilm驚adg廿bilgabilig(5)

ar廿rkδrUm

善有漏類中 唯意識相

応善慧是見

146at董n-1ar-ialqubar6ak6漁marmaztip有

(6)余 師 説baradfnbaxきf-1ars6z-1ar

139「 染汚 の類中の五見 は1)な り3)見2)」

140「 余の染汚の慧 などは悉 く皆な見 に非ず」

141「 謂わ く貧,瞑,慢,不 共の無明疑倶生の慧 などな り」

「不共」,

142「 余の染汚の法 など も亦,皆 な見 に非ず」

143「 有学類中の漏慧は1)な り3)見2)」

にして見 に非 ざるな し。」.

余皆非見有余師説

qamaγ 一1董r-sfz「 皆 と と もで ない 」=

ウイグル訳は漢文 と一致 しない.国 訳:「 有学 の類 中,慧

144「 無 学類において1)除 き3)尽Y"L',無 生智を2)余 の無学 の慧 は一切4)な り6)見5)」 ウイグル

文は漢文 と異 って いる.国 訳:「 但だ余 は見 に非ず 。 無学 の類 の中,尽 と無生智 と及 び余は見

に非ず。余 の無学 の慧 は,一 切 是れ見 な り。」.

145「 善の有漏類において唯だ意識 と相応せ し善慧 は1)な り3)見2)」

146「 余は皆な見に非ず と有余師 が説 く」 「有余 師」=「 他 の或る入 びと.正 統派 の論 師が異端 の

論師 をよぶ称.ま た名 を示 すに値 しない学者 をよぶ称 」(中 村元r仏 教語大辞典』上P,88).こ

の漢語 に対 してウイグル語 はbar「 有」adin「 余」bax§1「 師」 と逐字訳 して いる.

(178)



147k6ngalbiligbir1まyarad了1(7)一m踏adgU

aqヌγ一1iγbilgabiligyma6kk6rUmarmaz

bolur

148qalti(8)biきbilig-1arquvraγ 一i載z-atard誓lip

tu7miきbilgabilig(9)birlauq至dur-uγ

tuγurda6ibilgabilig61miき6dkibig註(10)

biligar茸r又yana61gays廿k6dtakiyma/tir

149yanaadg{ia(liγ(11)一lf7uγu忌 一taqfbi忌

bilig-larbirlatuγm聴bilgabiligyma(12)

6kk6rUmarmaztip

15057Bandaγ 銭rmazk6zbilig-i-ningk驚i廿z-a

sargUr廿p(15)tudmaqhγyigadruqiきi

tuγar廿 ～i廿n

15158Aodung-nungkU6(1)一ingatayaq-hγ 一in

yigaduruqiき 一ligoottuγml忌 一f(2)tag

152bir6k6ngk6rmakiきar廿rbilig-ningt6r廿 一

ltigitisar

153(3)bu6ng養gk6rm銭ki首k6z-ta6ngituγ γu

kargak

154由 識 長(4)益biliguγur-fn-ta廿klipa忌lhp

bir1まtuγm踏max-a(5)but-Tkimtuγurmaq

意識相応善有漏慧 亦

有非見

謂五識身所引発慧 発

有表慧 命終時慧

又於此善有漏類中 五

識倶生慧亦非見

364B(2)不 爾 眼識

カ所住持 勝用生故

如依薪力勝用火生

若見色用是識生法

此見色用離眼応生

由識長益倶生大種 令

起勝根

7

8

4

イ
τ

1

1

149

150

151

152

153

154

「意識 と相応 せ し善有漏慧 も亦,見 に非ざ る有 り」aqi7はa'q勤 とかかれて いる.

「謂 わ く五識身において引発せ し慧 と有 表を発する慧 と命 終時の慧 な り」 「五識身」 の 「身」

はここで は複数(plural)を 表 して いるが,ウ イグルでは これ にquvraK「 集 まり」)が あて られ

ている.「 又」以後 は61m送 δdkiの 註記,61・ 「死」・gay(future)一s茸k(dev.noun)?

「又善の有漏類中,五 識倶生の慧 も亦,見 に非ず」

「爾 らず。眼識 の力 にお いて住持す ることもて勝用生ず るが故 に」

「薪 のカ に依 りて勝用 の火生ぜ しが如 し」aduruq〈adruq

「若 し色を見 る用1)な り3)識 の(生)法2)と いうならば4)」

「此 の色を見 る用 は眼を離れて生ず応 し」

「識 に由りて長益 し倶生 の大種 が1)起 こさ しむることにおいて3)勝 根 を2)」max-abut=skt.

mahabhUta「 大種」 「令」 に対 してkim「 だれか」 ……(tur)・ur(causative)・(maq)が あ

て られてい る,cf.庄 垣内(1982)p.208,K六 一8,

(179)



155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

荘z一費yigadruqarklig-ig

uyurkδrg琶li(6)qamaγ6ng-lar-ig

arlfntagimligarmazsδz-1ag互litayanda6f

bilig(7)k6rurtip

kimbo1γaybilga-1ar-tain6ipqflda6fbu

sav-fγ

(8)kimbarars盗ravanttidaγtuγurγ(a)li.

uda芭bilmakad宝rt-1amaq(9)一fγ

mundaγuきuγ 一1uγbilm且katirdlamaq且rs琶r

oloqaVant(10)tildaγar廿rtip

biligar廿r廿6Unk6rUm-n茸ngtidaγ ・ia耐n

(11)k6r廿mt6z-1Ugarmaztip

59A(10)yukdτ 一laragam-laryoq廿6Un

yukd宝yoqtiptimiき 一iars益r(11)qu1γaq-ta

ulatfbilig-1arbirlaadfrt-sfz廿6廿n

kδzbiig-i(12)一ningqu1γaq-taulatlalqu

bilig-larbirlabarqayuadirt-i

(13)in6ipsa6aadibolur廿6菰nkδr廿mtip

a耐ntagimlig(14)armazs6z-1agalibilig

bolurkδr{imt6z-1茸9

155

156

157

158

能見衆色

故不応説能依識見

誰有智者 当作是言

諸有因縁能生了別

如是了別 即彼因縁

識是見因 故非見体

364B(8)理 教 無故

言理無者 与耳等識無

差別故

眼識与彼耳等諸識 有

何差別

Q
ソ

O

FO

6

1

1

161

162

163

164

而独名見 故不応言識

為見体

「能 くす3)見 る ことを2)衆 色を1)」

「故に1)応 か らず4)説 く3)能 依の識を見 ると2)」

「誰か1)有 らんや5)智 において當に2)作 す もの4)是 の言を3)」

「たれか有るな らば4)因 縁の1)生 じ能 うもの3)了 別 を2)」 「諸有」(「あ らゆ るもの全て」)に

対 して,kimbararsar「 だれか有 るなら」 があて られて いる.

「是の如きの了別は即ち(彼 の)因 縁な りと」

「識は1)な るがゆえ3)見 の因 と2)故 に見体に非ず と4)」 漢語 「故」 に対 しては,ふ っ うa6加

が 用い られるが,U6Un「 故 に」__anin「 それで」,あ るい はanfnの みの使用 もあ る.U6伽

は漢文語順 に従わず常 に理 由を表す語 に直接後続す る.

「理な ど教な ど無 きが故に」yukdf=skt.yukt三 「理」.agam=agama「 教え」.

「理無 しと言い しは耳等の識 と無 差別の故」

「眼識の耳等 の諸識 と1)有 るや3)何 の差別 の2)」

「而 して独 りその名は1)な るがゆえ3)見 と2)故 に4)応 か らず9)言 う8)識 は5)為 る と7)見 体と6)」

sa6a=sa6「 選ぶ」・a(gerund)罵 「選んで」.こ こで は 「独」 にあて られて いる.
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16559B答 言胃bir6k(15)sδz-1asarsiz一 盗r

tayanγuluqarklig-laradf]α(1)1n騰 廿δUn

adin(1)bilig-taδngiartirtip

166yδrUgtδz.in.taki燃(2)ars廿rt装gimlig

互rmazandaγbolγah

167biligtayaquγur-fn-taad量rilmiき(3)廿6茸n

t且ktaplad11ararditagきilip(4)kδzbilig

t量9廿6iadfγbulm膳

168

169

170

171

172

173

撮gimlig註rmaztayaq-iadfrflm踏(5)驚 蔵n

nomt6z.itagきilipar廿arUk6r廿mt6z(6)

一1廿gbolγali

qaltfotiγa～ トqaudmayaq-fngaφ γ一qa(7)

tayaq-hγodatna6atagきilsaryma

in6ipi忌igt6z(8)一1ar-ibirtagbolmiき 一Itag

alqubilig-lar-ningbirikinti-ka(9)k6r廿 きti

6zt6zUz-akiuγuき 一Iadlrt-sizarUr

s6z-1asar(10)yintamk6z-k翫tayaq-1iγbilig

k6rUradln一 至armz

説 随(11)情mun1k6ngUIiyins6z-1amiき01

kδniyδrag-k註tayaqlf7-fn(12)arlnaz

若謂所依根差別故異余

識者

理不応然

識由所依有差別故 但

可想転得眼識名

165

不応所依有差別故 法

性改易 転成見体

如依草木牛糞糠火 名

錐改易

而媛性同

諸識相望 性類無別

言唯依眼識見非余

此説随情不依正理

だ0

7

6

ρ0

ー

ヱ

168

169

170

171

172

173

「若 しi)謂 わば(な ん じら)3),所 依 の根を差別 した るが故に余識 に異な ると2)」adfri(1)m踏 は
"DYRY'MYき とかかれている.

「理性 にあ るもの としてな らば1)応 か らず3)然 る2)」bolγalfはbo1γa'11と かかれている.

「識は所依に由 りて差別 した るが故に,但,う けいれけ り,転 じて眼識 とい う名 を得 た り」 ウ

イグル文 は理解 しがたい.想 転 は 「阿含 経」 ではsaqin6・t1n盗vr圭1・ として表されている(庄

垣 内1982p.129106).

「応か らず2)所 依が差別 した るが故に法性 改め られ転 じて 見体を成ず1)」 燗96ilipの あ とに

丸でかこんだarmaztayaq-Tが あるが,こ の二語 は不要.

「草木に,牛 糞に,糠 に依 る火が名をいかに改易す と錐 も」

「而 も媛性は同 じきが如 し」

「諸識の相望んで性 にあ る類は無別な り」

「言 うならば2)唯,眼 に依 る識 を見 るは余 には非ず と1)」 国訳:「 唯,眼 識 に依 りて見に して

余に非ず と言ふ は,」.

「此を情に随いて説け り,正 理に依 るにあ らず」

(181)



174

175

176

177

178

179

bir6kmunda6ng費gadqanmi首 驚Unanin

k6rUm(13)b61urtiptis甑r

・6ng廿gadqandaak6ng畳1biligyma6k(14)

k6r慧mbolγukargaktip

61A61Bbir6ks6z-lasar-sizk6zbilig-iarUr

k6rda6i(14)k6zarmaztipyirtin6廿 一ka

qar齪boluryirtin6U-taki-1哲r(15)t且ks6z-

1amiき 一1arolk6zs廿z-n廿ngadibolurtaglUk

tip(1)非 無 眼 言哉nangk6zbUig-iyoqoq

armaz

qalti(2)tag1廿kbolmaqt註kk6z-kat廿ka1-lig

bolmamaquγur-fn-ta(3)ar且rk6zbilig-inga

tUka1-1igbolmaqbirlayanat茸k銭1-1ig(4)

bolmam騰uγur-indaarmaz

ikintidyan-tayuqarutuγmiき 一1ar(5)一nfng

andak6zbilig-iny廿 廿zyUgar荘qimaduq

6d-tak6zbolup(6)biligyoqbolmaq茸z-a

bolurarmaztaglUkadaγali

yanaalqu(7)t海glUk-lar-ningna6aags慧k

arsarymak6zarklig-i

若此縁色故成見者

縁色意識亦応成見

364C(6)又 説 眼識

是見非眼 世間相違

世間但説無 眼名盲

非無眼識

謂盲但由不成就眼 不

由眼識成与不成

非生第二静慮以上 於

彼眼識不現前時 有眼

無識可名盲者

又諸盲者.雌 闘眼根

174

175.

176

177

178

179

「若 し此こで色 を縁 じたるが故にそれ もて見 を成ず る といわば」

「色 を縁ず る意 識 も亦,見 を成ず応 しと」

「もし(な ん じら)説 くな らば5)眼 識は1)な り3)見2)眼 に非ず と4),世 間に相違す,世 間の ものは

但だ6)説 けり10)無 眼の名 は7)な ると9)盲 と8)け っして眼識無 きには非ず11)」k6zs廿zは

KUYSUSと かかれてい る.

「謂わ く盲 となるは但だ眼を成就せざるに由 るな り,眼 識への成 とまた不成 とに由 らず」

「第 二静慮以上に生 じた るものが彼 こで眼識を現前せ ざ りし時に眼有 りて識無 きにおいて1)可 き

には非ず3)盲 者 と名 く2)」

「又諸の盲者の1)闘 くと錐 も3)眼 根を2)」

(182)



180

181

182

183

184

185

186

187

188

inこip(8)t廿kalard茸ki荘z一 互kδzbilig-iady.

bolmaγuk銭rgaktagl茸ktip

(9)ymaδkyanatagimligarmazadaγali

k6rmak-sセtip

若 言(10)見 識bir6ks6z-1asarsiz-1ark6r曲6i

biligyU茸zyUgarU(11)bolmaduq廿6{in

na6ayanat茸kal-1igbolmasarymain6ips6z

(12)一1amiき01bolurtaglUktip

muniaz-a6drUyirtin6笹 一taki(13)alqu

k6z-1廿g-1ar-ningbilig-ituγmaduqtuき 一ta

yma6k(14)adibolγukargaktagluktip

73B74A有 情 眼 根tfnlγ(15)一1ar-nfngk6z

arklig-is盗vigligsavigsiz6ng-1ar-i茸z-a

tfdilγUluq(1)tudulγt江uqbolurtip

birikinti-katagmaz-katid誓lmaq(2)

tudulmaq-1iγy6r廿gbUdararmaztip

74A74B釈 日(15)境 相 至 配klig-1装r-ning

adqanγu-1ar-ningbirikinti-ka(1)tagmak-

n至nganingy6r廿giodγuraq-sizarUr

birδkadram(2)tudaadqanγu-1ar-qa

臓gmak-ningadibolurtagmaktip

180

181

182
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185
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187

188

而成眼識 応不名盲

亦復不応名無見者

若言見識不現前故

錐復成就 而説為盲

是則世間 諸有目者

識不起位応亦名盲

370A(9)有 情眼根

愛非愛色之所拘凝

非不相至 拘硬義成

370A(12)根 境相至

其義不定

若就功能到境名至

「而 も1)成 じた ることに おいて3)眼 識が2)(そ の)名 は4)な る応か らず6)盲 と5)」

「亦,復 た1)応 らず4)名 ず く3)無 見者 と2)」

までにおよぶ.

「復た成就せず と蹉 も而 も3)説 けりと6)為 す と5)盲 と4)」

応 し10)盲 と9)」

「有 情の眼根は愛,非 愛の色において拘畷せ らるる所な りと」

「不相至への拘硬の義 が成ず ること非ず」

「根の境の相至の其の義は不定な り」

「若 し1)言 うな らば(な ん じら)7),見 識が現前せざ りしが故に2)」 和訳 の番 号は182か ら184

「是れにお いて則ち世間の諸の 目有 る者 らの識が起 らざりし位 において も亦(そ の)名 は8)な る

「若 し功能 に就 いて境へ到 ることの(そ の)名 は1)な る3)至 と2)」

(183)

tudaはtudsarの 誤 りか?



1896dr廿(3)alquarklig-1誠ryintamahr驚 廿n

t廿gmiき 一takiadqanγuγ

190bir6k(4)t6z-i-ningbargU-sininguγu忌 イn

tudsaradfbolurtagm欲(5)七p

19175A(2)divatad-taulati-1ar-ningbolur

銭r噸zyorimaqtapinmak-lig(3)t6r慧 一si

192fraqyaqinikibulungylngaq-lar-tabir

6d-ta(4)birgarUtagg茸 一1{ik

193any.茸 δ茸nk6z装rkligahrt義gmaz」kanki

adqanγuγ

194(5)birδks6z-1銭sarqaltiyruqiraqyaqin

adqanγu-lar-tabir(6)6dtabirgar廿 憶gmi蓉

tagar廿ra6tinolt6z-1廿gtip

195bus6z(7)一lamiき 一ingiz-larandaγarmaz

廿ldaγ 一fb廿dmaz驚 廿n

196謂 若 有 説(8)qaltfki皿 一1arbirδksδz-1asar

in6aqaltfyulayahlq-flraq(9).yaqiniki

bulungyingaq」lar-qabirgar廿tagipin6ip

yarudmT§(10)t試g

則一切根唯取至境

若就体相無閲名至

370A(17).非 天授等

有行動法

遠近二方一時倶至

是故眼根取非至境

若説如燈 於遠近境一

時倶至 是彼性故

此説不然 因不成故

謂若有説 讐如明燈遠

近二方倶至而照

0
ゾ

0

8

0
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1

1

191

9
日
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9
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噌⊥

194

「
0

ρ0
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1

「則 ち一切根 は唯だ1)取 るゆえ3)至 境を2)」

「若 し(そ の)体 相の類に就 くならば(そ の)名 は1)な る3)至 と2)」 ウイグル文 は漢文 とす こ

し異 なる.

「天授等 の1)有 ること非ず4)行 動の法 が2)」d三vatad=skt・devadatta「 天授」.和 訳 の番号

島ま192番弄こおよβミ.

「遠近二方に一時に倶 して至 ること3)」

「;是の故 に眼根 は1)取 る3)非 至境を2)」tag「 至 る」 ・maz(negahveaorist)・k護n(past)
・ki(adjective)?

「若 し1)説 くな らば6)燈 が遠近の境において一時に倶 して至 りしが如 し2)な るが故 に4)彼 の性3)

と5)」 燈 にあたるyruqはYUΩ とか かれている.あ るいはyulaと かかれ るべきか.cf.

209,196,198,202etc.

「此の(な ん じらの)説 は然 らず(そ の)因 が成ぜ ざるが故に」

「謂わ く,た れか若 し1)説 くな らば6)讐 え ば明燈 が遠近二方へ倶 に至 りて而 して照 らすが如 く」

和訳 の番 号は196か ら198ま でにおよぶ.
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197

198

199

200

201

202

203

k6zarkligymaandaγoq眼 根 亦 爾

fraqyaqinikiadqanγu-1arTγ(11)birgar廿 遠 近 二 境 倶 至 而 取 同

tagipindpalirolyulayaruq-ibir1註birt鎗 彼 明 燈 火 明 性 故 此 因

ot(12)yruqtδz-IUg廿 韻nqar就boluきlnaz不 成

tiptilda戸ngiz-1ar(13)b廿dmaz

眼 火 明 性k6z-nUngot-nungynlqt6z-1銭9眼 火 明 性 非 極 成 故

(14)一ibolmaqarduqraqb廿dmiき 試rmaz銭6廿n

yanak6z-katagimligarmaz(15)munda又 眼 不 応 是 火 明 性

otyruq-ft6z-1荘gbolγali

75Bqarangγu-tak廿s飴ar(1)tiayUr驚 廿n闇 中 欲 見 求 光 明 故

yruqyaミ}uq-uγ

nangyulauγram騰6d(2)一tayarudγah

BU　 "YNb6z-taulatf-1ar-1γangayutilap

60γ一1ar(3)yruq-lar-nfngbasut-1amaq-in

timin6kuyurarm蓋zyarudγali

(4)若 謂 眼 中bir6ks6z4註s且r-siz-lar.k6z-ta

yruq(5)ya§uqazum猛 茸6Untilapuluγ

yruqyaldrlq-n宝ngbasut(6)一1amaq一 至n

timin6kkδr茸rtip

非燈欲照瓶衣等時別求

光明助方能照

若謂眼中火明小故求大

光明助方見者

7

8

9

9

1

1

199

200

201

202

203

「眼根 も亦た爾な り」

「遠 近二境(へ)倶 に至 り而 して取 る,彼 の明燈は2)と 同 じ4)火 明性3)故,対 立 しあわず と5),

(なん じらの)因 は成ぜず7)」adqanrU・lar1γ のiγ(対 格)は 一qa(与 格)の 誤 りで あろう.

qar§ibol憾maz「 対立 しあわず」 は漢文 にはない.

「眼の火 の明性 とな るは極成す るに非 ざるが故 に」

「又,眼 へ1)応 か らず3)是 において火明が性 とな る2)」

「闇 に欲す るな ら1)求 む る故 に3)光 明を2)」qarangγuはqara'ngγuと かか れ て い る.

kUsまsarの あとにk6rmak「 見」 が脱落 している。

「燈が1)欲 した る時4)照 らす ことを3)瓶 衣等を)2別 に5)求 めて7)光 明 などの助を6)方 に8)能 くせ

ず10)照 らす ことを9)」BU''"Y'は 「瓶」を あらわす.

「若 し1)(な ん じら)謂 えば6)眼 における火明 が小 なるが故 に2)求 めて4)大 光 明の助を3)方 に見

る と5)」yruqya鋤q「 火明」はootyruqの 誤 りか.
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204

205

206

bUyma6ktδr廿 一s廿zar銭r(7)k6rUI廿r茸6Un

kidgyruq-nunguluγ 一f廿z-ayavalγu-1uq(8)

bolmf忌 一f又basTd至1γu-1uqbolmiき 一iyma/tir

k6zbirdamligumaγu(9)kargakδngk6rgali

yanayruqyulay61芭 §廿rUktingUz-1註rkδz

birla(10)birikmaz

此亦非理

所伏故

現見小明大

眼応畢寛不能見色

又明燈喩 与眼不同

207yaqfnsiq-aodγuraqyarudlniき 一i描r廿1maz驚 苞n隣 逼 無 間 照 不 見 故

208qalt鞭11)yruqyulay即a.tingsim-ta-ki .謂 如 明 燈 於 油 住 等

oot-taulatlarduqraqyaqfn(12)sfq_a .極 隣…(逼 物 倉旨焼i倉旨照

adqanγu-1ρr-qa.眼 則 不 然 於 眼 薬 等 極

隣)逼 境

209umazU6Unk6rg註li又 如 明 燈yana(13)qalti

yruqyUlaalquiraq-taqiyaqin-taqi

yarudγuluq(14)ad-1ar-kaoq-suzt廿zti

yarudmiき 一itagk6zδdrUandaγ(15)armaz

21076Aazu-6aymaardipikinaraqis6g茸d

ar望γ一ta(1)ulati6ng-lar-tak6r{irti6Uh

taγ一taulati-1ar-17

211munta(2)uγur-in-tayulay61a甜rUk渡ng茸z-

1ark6zbirlabirikmaz

204「 此れ も亦 た理 に非ず1),

y廿garUが ぬけているのか,cf.249252。

205「 眼は畢寛 じて1)能 わざる応 し3)色 を見 ること2)」

206「 又,(な ん じらの)明 燈の喩は眼 と同 じか らず」

竃喩

207「 隣逼 し極めて照 らしたるを見 られ ざるが故に」

い る.漢 文では この位置に「無 間」がはい って いる.

208「 謂 わ く,明 燈 はまた……」yana以 下 は分か らない.

209

不能見故 又如明燈

於諸遠近所照之物.無

間遍照眼則不爾

0

1

1

1

2

2

或越中間樹林等色見山

等故

由戴燈喩 與眼不同

現見 する故に3)小 明の大にお いて 伏 す こと2)」kδr田Urの 前に

y61a§ 「依 る」 一Ur(causative)・Uk(丘oun)

odruraq「 極 め て 」 はodγura'qと か か れ て

「無 間」は209で はoq・suzが あ て られ て い る.

「能 わざるが故 に2)見 ること1)又 明燈 が諸の遠近にあ る所照の物へ無間に遍 く照 らした るが如 く

眼は則ち爾 らず3)」

「或はまた1)越 えて3)中 間の樹林等の色を2)見 るが故に5)山 等を4)」

「ここに由りて(な ん じ らの)燈 の喩は眼 と同 じか らず」

y61a誌r茸kUngUzはYUL'SU-RU'KUKUZる かかれている.
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212前 所(3)立 因6ngd廿nkiuqldγu一 こitfldaγingiz一 前 所 立 因 遠 近 二 境 倶

lariraq-taql(4)yaqin-taqiikiadqanγu-1ar-qa時 取 故

bir6d-ta.alir{i6Un

213(5)tigUdtanuqa痴rkOz-n廿ngylntamalir一 証 眼 唯 取 非 至 境 者 理

ingatagmiき 一t甑iarm詑(6)adqanγu4ar-fγ 無 傾 動

tisary6r廿g-i」ningbolmazamidmak-i(7)

tapinmaki

214yanak6z-katagimligarmazadqanγu-qa又 眼 不 応 至 境 方 取 以

tagiptimim(8)a1γah(nadagintipti曲r)不 能 取 隣 逼 境 故

umaz{i～ 搬nalγahyaqinsiq-a(9)adqanγu-

lar-fγ.

215yanayma6kuyur驚 伽a1γalisiparir(10)又 亦 能 取 頗 砥 迦 等 所 障

一taulat1-lar茸z-atidllγu-luqbo11h踏6ng-1ar・ig色 故

216又 於(11)所 見yanak6rg廿1茸k-t盗bolurU6廿n又 於 所 見 有 猶 予 故

ikirこ9Ulanm銭k

217birδk(12)alsartagmi蓉 一takiadqanγuγqayu若 取 至 境 因 何 猶 予

tildaγ 一inikir6gtilan廿r

218tagm嬉(13)armazorun-taikir69廿1a噸k非 於 至 処 猶 予 応 理

tuγγukargaky6rUgt6z-in-taki(14)一6aarsar

212「 前の所立 の因は遠近二境(を)倶 時 に取 るが故 に」adqanγu-lar-qaの 一qa(dative)は ・i7

(accusatve)の 誤 り.

213「 証 とな る4)眼 の唯だ1)取 ることへ3)非 至 の境を2)と いわ ば(そ の)理 の5)無 し7)傾動 は6)」

amidmakは"MYDM'Kと かかれている・tagmi翫aki「 至 った もの」+arlnaz「 非 ざる」

+adqa町u・1ar「 境 など」 ニ「非至境」.

214「 又眼へ1)応 らず3)境 へ至 り方 に取 る2)(な ぜ というな ら)4)能 わ ざるが故 に7)取 ること6)隣 逼

して境 などを5)」 国訳:「 又,眼 は,不 応 至の境を方 に取 る。……」.nadagint玉ptisarに

あたる漢文 はない..

215「 又i亦1),能 くす るが故 に4)取 ること3)頗 砥迦等 にお ける所障 とな りた る色を2)」siparlr=skt.

spha重ika「 頗股 迦」 にあた る.

216「 又,所 見 にお いて1)有 るが故に3)猶 予2)」ikirむg廿 「疑 い」・1an(denom.verb)・mak(dev.

no聴)窩 「猶予」.

217「 若 し1)取 るならば3)至 境を2)何 に因 りて猶予す るや4)」

218「 至 らざりし処 にお いて猶予 が生ず る応 き理性 として は」 国訳:「 至 の処 に於 ては,猶 予 は理

に応 ずるに非ず 。」.
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220

221

222

223

224

225

226

76B61nγarubolmazU6廿nkiきi-ningtoqmaq

s6g琶d(15)一n{ingadfr-tinsδz-1ay廿

t廿kadrni忌tiz-atagiranda(1)tip～5inγaru

biliptag忌iliptururbalg廿 一sin6五nγarmaγu(2)

一1uqadir-tfn

rnuntabarqayutildaγ 一i

yanak6z-n廿ng(3)bolmaz廿 こUnuγur一1yiq-i

tagg茸IUkiraq-taqfadqanγu(4)一1ar-qa

bolmazuγur-iyiq-fmundaturupk6z耳rdip

雄 館(5)mingyoこan廿19廿 一ta至 月 輪 境

tagg茸1廿kaytangri(6)tirgan4igadqanγu-qa

k6z-t琶bar茸6萱nyruqbulduqmazbuman

(7)dadaγtis註ryδr廿giyma6kandaγarmaz

k6z-taootyruq-f(8)一nlngbar-iarduqraq

b荘dmiきarmaz驚 面

k6z-n{irlgtδz-ioot(9)ar皿azn泌 廿kinbo1γay

ootyruq-i

76B釈 日 耳 根 亦 唯qulγaq註rkligyma6k(12)

yint琶maliptagmi舗rmazadqanγu-1ar-fγ

又不審知入杭異故

既言至彼審知竪相不審

差別

此有何因

又眼無容至遠境故

無容住此眼越多千蹴繕

那量 至月輪境

眼有明故

理亦不然

眼有火明

無斯過者

非極成故

眼性非火 寧有火明

耳根亦唯取非至境

219

220

221

222

223

224

225

226

「審知せ ざるが故に2)人 の机 の異 なりを1)言 い既 えた うえ6)至 る4)彼 こに3)と5)審 知 して8)竪 相

を7)審 すべか らず10)差 別を9)」bolmazはbilmazの 誤 りであろ う.toqmaq「 棒」+sδ9菰d

「木」;「 梱.

「此 こに1)有 るや3)何 の因が2)」

「又眼の1)無 きが故に5)容 き こと4)至 る3)遠 境へ2)」iraqは 董ra'qと かか れている.

「無 し7)容 き ことは6)此 こに住みて眼が1)越 え3)多 千瞼繕那量を2)至 る5>月 輪の境へ4)」

adqanruはa'dqanruと かかれている。yo6anコskt.yojana「 喩繕那」.

「眼 に1)有 る故 に3)明 が2)無 し5)斯 の過4)と は(そ の)理 亦然 らず6)」

「眼 に火明 の有 るは極成 に非 ざるが故 に」

「眼の性 は火 に非ず寧んぞ1)有 らん3)火 明2)」

「耳根 も亦,唯1),取 りて3)非 至境を2)」
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227

228

229

230

231

232

233

234

iraqyaΦnbulung(13)yingaqtayaqbolur方 維 遠 近 可 了 知 故

U6Unbilmakuqmaq-1

77Aqaltlbolurbilmak(14)uqmaq-fbu謂 可 了 知 此 南 北 等 方 維

k茸n一 塘kitaγ 一taqfolt玉pu王atfyraq(15)遠 近 差 別 音 声

yaqinbulungyingaq-taqiadlrt6ngi且n廿9

(1)yangquγ

漁t砲dUk-taqulγaqarklig-igtimin6k(2)声 至 耳 根 方 得 聞 者

bolur註 きidg組i

qalt宝tadiγ 一taulati-1artagbusav-larbar6a応 如 味 等 此 事 皆 無

(3)bolmaγukargak

量na面kinbo1γayburunarklig-ningymaδk量 不 鼻 根 亦 見 能 了 方 維

(4)k6rmadinumaγaybilgaliiraqyaΦn遠 近 香 差 別 耶

bulungy宝ngaq-taqyyft-nfng(5)adirdyn

舩6ak6rsarymat欲blllungy望ngaqiyin錐 見 但 由 順 方 廻 転 取

avlirip(6)tagzinipalipyit-Tγbakizbalg廿 一 香 明 了 比 知 差 別

1廿gbilm銭kuγurイn。ta(7)tanglapbiliradirt-Tn

k6zqulγaqk6rd磁 一値a蓉id(d)廿k-ta(8)fraq眼 耳 見 聞 方 維 遠 近

yaq工nbulungyfngaq-taq噂in

tayanmad加 御rilmaktagzin(9)一mak-ka不 仮 廻 転 而 能 了 知

in6ipuyurb註kizbalgUlakbilgまli

7

8

2

2

9
臼
2

922

0

イ⊥

2

23

23

%

3

4

3

り
0

ワ
臼

2

「遠 近方 維を1)可 なるが故 に3)了 知す ること2)」tayaqは 「維」 を表すのか.cf.228231。

「可な り3)了 知 すること2)此 の 南北 にあ るというもの 等の 遠近方(維)に ある 差劉 の 音声 を

1)」

「声が1)至 りしとき3)耳 根(へ)2)方 に4)得6)聞 くことを5)」 慧rklig-igは 盗r'kHg-igと か

かれて いる.ま た ・ig(accusative)は ・ka(dative)の 誤 りか?

「味等の如 く此 の事 は皆無 なる応 し」

「いか にな らん,鼻 根の亦1)見 ず3)能 わ じ5)了 ずるこ と4)遠 近方(維)に ある香の差別を2)」

na醗kinはna'醸k三nと かかれてい る.

「見 る と錐 も,但 だ方 に順 じて廻 転 し1)取 り3)香 を2)明 了す ることに由 りて4)比 知す6)差 別を5」

avliripはavrilipの 音位転 換形.

「眼耳 の1)見 しとき聞き しとき3)遠 近方(維)を2)」

「仮 らず して2)廻 転へ1)而 も3)能 くす5)了 知 するこ とを4)」
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235

236

237

238

239

240

241

242

aninqu1γaqarklig(10)一ningadqanγu

almaq-Iox§adMrmaz

yanairaqyaqfn(11)茸n廿galduq-tabolur

廿6慧nbakizbalg廿 一1廿kbilmakibakiz(12)

balg哲1茸kbilmamaki

若 至 乃 聞bir6ktagd荘k-taani(13)一1ayuoq

a忌量dsarbar6a-nfbakizbalg茸1茸kbnig廿(14)

k:argak

yanairaqyaqfn茸n蔵galduq-tabolurU6an

(15)odγuraqbilmakikir69廿lamaktiz-aki

adirti

77Bbir6ktag(1)一t茸kdaanflayuoqaきdsar

燃gmakadirt-s1z驚 苞n

(2)qaltiyaqin-taodγuraqbilrni首tagalqu

fraq-taqiyaq(3)一fn-taqi廿n-1ar-tabolmaγu

kargakikir6g廿1anmak

qalt1iraq(4)一taikir6gUlam送tagalqu

yaqfn-ta¢f面 一tabolmaγu(5)kargak

odγuraqb五mak

rnunda-taulatitanuq-laruγuf-in-ta(6)

tag】頒z-kankiuyuraきdgalitip

故与鼻根取境非類

又近遠声 取有明了不

明了故

若至之聞並応明了

又近遠声 取有決了猶

予別故

若至乃聞至無別故

如近決了 於諸遠声

応無猶予

如遠猶予 於諸近声

応無決了

由此等証 不至能聞

235

236

237

238

239

240

-

り
召

4

4

ウ
臼

2

「故 に耳根 の境を取 ることは類 に非ず」 漢文 の 「鼻」 にたい して 「耳」 がはい ってい る.

「又遠近 の声を取 るに1)有 るが故に3)明 了 と不明了が2)」

「若 し至 りしとき乃ち1)聞 くな らば3)す べてを2)明 了す応 し4)」 国訳:「 若 し至なれば,乃 ち

聞 くに並 に,応 に明了な るべ し」

r又,遠 近 の声 を取 りしとき1),有 るが故に3)決 了 と猶予におけ る別2)」

「若 し至 りしとき乃 ち1)聞 くな らば3)至 を2)無 別故 に4)」

「近 において 決了 した るが如 く諸 の遠 にある近 に ある声にお いて1)無 か る応 し3)猶 予す ること

2)」yaqf且 ・taqfは 余分.

「遠 において猶 予 したるが如 く諸の近にある声においては1)無 か る応 し3)決 了す ること2)」

「此 れ等 の証に由 りて不 至を1)能 す3)聞 くこ とを2)と4)」 ・kankiに ついては193を 参照.
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243

244

542

642

247

248

249

79Bqulγaq噂ur(1)alγalitagmi忌 一taki

adqanγuγ

費nulaluavrilipkalipkir{ir(2)廿6蔵n

qu1γaq-qayanakand廿6z-iuyurti6Un

a忌dg註liqulγaq(3)一fn-daqf茸nUgtip

bus6z-lamiき 一ingiz-1art6ra-s廿zar廿r

79Bqalti6ungqongraγu-ta(5)ulati-1ar-fγ

qongradmaq-in-tlntuγup6zilig廿z-ana(6)

b6ridt茸k-taqongraγuγ6z-ikaz-taamri1耐 §

tag驚tin

bir6k(7)tinulalukalipkird{ik-taqulγaq

i6inga(timin6kbolsara§idgali)(8)ilig

哉z-atudm踏6d-t駐qongraγuγqongraγu-qa

tayaq-hγ 一in(9)Unsubolz-unamrimaqi

andfrt-fntuγ 一atUkadmiきt6zk6rk-tin(10)

ad1rilmTき 一了ars琶rulahpamrilmadinbu

aきdilg廿kargak

然 執(11)鈴 時.in6iptudmiき6d-t且qongraγuγ

y廿gar"k6r廿ralqu(12)qongraγu廿n-i-ning

kaz-taamriliparfdiaきdgalibolmaz-i

243

244

245

246

370C(12)耳 能取於至

境

声相続転来入耳故 又

自能聞耳中声故

此説非理

手纏執鈴声頓息故

若声相続来入耳中 手

執鈴時依鈴声可息

従彼伝生 中間離質相

続不息 此声応可聞

然執鈴時 現見一切鈴

声頓息 都不可聞

247

248

249

「耳 は1)能 くす4)取 るこ とを3)至 境 を2)」

「声 は相続 して転 じて1)来 入 す る故に3)耳 に2)又,自 らが4)能 くす るが故 に7)聞 くことを6)耳 に

あ る声を5)と8)」

「此 の(な ん じらの)説 は非理 な り」「疏主比説非理isdiramatibaγsis6z・(4)1ar」 が先行す る。

「大 きい鈴 などを鳴 らすこ とによ り1)起 こりて3)(声 が)2)手 においてな にか4)触 れ しとき6)鈴

に5)(そ の声 は)頓 に息 みしが ごとき故7)」 δzは いず れも 加 の誤 りであろ う.国 訳:「 手,

綾 に鈴を執れ ば.声 頓 に息 むが故 に」.6ung<chin.鍾

「若 し声が相続 して1)来 入 したな らば3)耳 の 中へ2)(す なわち4),あ たうな らば6)聞 くこと5)手

において7)執 りし時9)鈴 を8)鈴 へ依 りて声 は10)可 たるべ し12)息 むこ と11)」su鵠?

「彼 より生 まれおえ し,質 を離れ しものは相続 して息まず此を聞 く応 し」 漢文 の内容 とはか な

り異 なる.a且dirtは'NDYRTと かかれて いる,

「然 るに1)執 りし時3)鈴 を2)現 見す5)一 切 の鈴 の声 の頓 に息 みて都て 聞 く可か らざること4)」

国訳;「 ……一切の鈴 の声 の頓 に息むをを現見ん 。都 て聞 くべか らず。」.
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250

251

252

253

254

255

256

80A若(1)謂bir6ks6z-lasarsiz-1arqalti

yula66mi66d-tayaq了n(2)宝raq一 了n-ta煙f

bar6a驚mi忌 一tagtipbuyma6kandaγarm註z

birgar荘(3)birg註r茸armaz6d-taavrilm註k

慧z-aadfrilm聴 茸6廿n

birまrm五z-1i(4)bir-1i6kdar驚 廿n

qaltfyula-hyruq-in-hy廿garUkδrU1廿r(5)

birgarU鼓vrilmi§ 一iyulaya11n-fyana66(a)

birla6kδdrti(6)k6rUlm且zyaruq-f

廿n6dr{iandaγarmaz

siz-1artaplam踏 驚 銭n(7)t6zk6rk-tin

ad了rimfき 一i6dl廿m6dl茸mulaluk琶lipklr茸r

銭6廿n(8)qulγaqtip

彼 応 定 許siz-1ar-kaodγuraqtagimligoltap

(9)一1aγali銭 §idmiき6dtatagmiき 一taki廿n廿g

arlgba削ayutδzk6rk.(10)一kayaqin-qi荘n

ard註 δkarda6撚t{ikadmi首bolurtip

257(11)bir6kandaγarmasarangbaきlayu

turmi§ 慧n一茸ga首idilmi首tuき(12)一taq了 一si

250

251

252

253

若謂如燈滅時近遠明皆

滅者 此亦不然

倶不倶時転差別故

非一与一相続異故

謂燈与明現見倶転 燈

焔縄滅則不見明

声即不然

彼許離質展転相続来入

耳故

彼定応許聞至声時初附

質声久己謝滅

若不爾者 初所起声

聞位猶存 失刹那性

254

255

256

257

annayuoqturmaq廿z-ayidlin廿rk忌an-iktδz-i

「若 し(な ん じ ら)謂 わ ば2)燈 の滅 したる時近遠 にあるもの皆な滅 したるが如 しと1),此 も亦 た

然 らず3)」 漢文 「明」 にあたるウイグル語 が抜 けている.

「倶,不 倶 の時 に転 において差別 した るが故 に」

「非一 と一 と相続す るが故 に」 漢文 の 「異」 にあたるウイグル語 はない.

「燈 と(そ の)明 とで1)現 見す3)倶 転 が2)燈 焔のまた(纏 に)滅 す るとともに則 ち4)見 えず6)

明5)」 国訳:「 謂は く,燈 と明 とは,倶 に転 ずるを 現見す。 燈焔縫 に滅ずれ ば,則 ち 明を見

ず。」.66「 滅す」 一a(gerund)birla「 とともに」.

「声 は即 ち然 らず」

「なん じらは1)許 せ し故 に6)質 を離れ しこと展転 と相 続 し2)来入す るが故に4)耳(へ)3)と5)」

「なん じらへ 定んで1)応 し6)評 す5)聞 き し時3)至 にあ る声を2)初 めて質に附 した る声は久 しく滅

し已えた ことた ると4)」

「若 し 爾 らざれば初めの 所起 の声 を聞き し位が猶 お存す るうえにて1)失 す3)刹 那性は2)」

kきan-ik=skt.ksa!⊃ika「 柔底刃区」.
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258

259

260

261

262

263

264

265

(13)anin廿nyulayaruq-ibirlabirikm吾z

又yanayula-liyal(14)一dfrfq-ln-1i-ning

ulaq-16ngin6ngin6ngiar廿r

80BqaltikδngU1(15)kδngUI-takinom4ar

birtagbarqamaγ 一hγtfldaγtiptuγup(1)

縁tidaγ 一it巖gmi忌6d-t銭qurulmaq-qaanf-h

皿uni-1ibir(2)amrflmiきtag

廿n6drUandaγ 五rm註zulaq-Iadfrt-sfz(3)

ar廿r

qaltfbi1量9-ningulaq-itagqama7-1了7-siz

tildaγ 一tin(4)tuγar

Un6ngulaq-in-ta前 声 錐 滅6ngd廿nki(5)

6ngna6a6こarymakinki廿nanilayuoq

tursar

na廿6農n(6)ま きidmiきaniU6Untδzk6rk-ka

tayaq-hγ 一fnqayuturm聴 銭n(7)yangqu

6dr{iuyurtfldaγbolγalftuγurγaliqu1γaq

bilig-in

(8)birδkmunda6ngioltiptisar萱n

懐gd廿k-tatimina§idmak(9)萱z-ayaqin-taqi

iraq-taqi渡n廿gbilmakad1rt-sizbo17ukargak

故声与彼燈明不同

又燈与明.相 続各異

如心心所同共縁生 縁

.被損時彼此倶息

声即不爾 相続無異

如識相続不共縁生

声相続中 前声錐滅

後声猶起

何故不聞 是故依質所

発音声 即能為縁生於

耳識

若異此者 声至方聞

了近遠声 応無差別

258「 故に声 と燈 明 とは同 じか らず」

259「 又燈 と(そ の)明 との相続は各異なる」yal澄riqは.yakriq/yaldrfqと かかれ るのがふっ う.

260「 心心所が同 じく共縁 として生 じ,そ の縁が1)被 りし時3)損 を2)彼 と此 とは倶 に息む如 し4)」

2番 目のbirはbirlaの 誤 りであろ う,barqamaγ ・liγで 「共」 を表す のか.cf.262.

261「 声は即ち爾 らず相続は無異な り」.

262「 識の相続の如 く不共縁か ら生ず」

263「 声 は色の相続 中,前 の色が滅す と錐 も後 の声 は猶お起 これ ば」 加 δngは 加 一磁ng「 声 の」

の6ngnま6a66ary皿aはUnna6a66sarymま 「声 が滅す と錐 も」 の誤 りであろう.

264「 「何故 聞けるや,是 の故 に質 に依 りて所発 の音声 は即 ち1)能.くす5)縁 と為ることを2)生 ずること

を4)耳 識を3)」aき 三dlniきは 鼓§idm銭zの 誤 りであろう.

265「 若 し此 れと異 なるとい うな らば声 が至 りしときに方 に聞 くことにおいて近遠 の声を了する こと

無差別 とな る応 し」
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266

267

268

269

270

271

(10)in6ipkantU6z-iumaq-i廿z-a護 §idg註li然 自 能 聞 耳 中 声 者 非

qulγaq-taqi廿nUgnang(11)yft-taulatl-lar如 香 等 隣 鼻 等 根

burun-taulatiarklig-1ar-kayaqinbolmf§

(12)tagarmaz

錐 在 耳 中na6atursarym翫qulγaq-taaniayu錐 在 耳 中 傍 非 至 境

oq(13)tヨgmiき 一takiadqanγuarmaz

85B今 説 大 徳amdls6z-1agU6i(11.)ayaq-qa373B(16)今 説 大 徳 如

懐gimligdarm-adiradibax§i-nfngmundaγ 是 意 趣 非 即 可 楽 亦 非

o甑 γ一luq(12)abfplrayiyo1-ln6dr廿savgUl廿k可 悪

armazym琶6kalγuluqarmaz

(13)t甑tagimligまrInazolisdagまli但 応 尋 究 如 何 無 間

t茸bgargalinadaginooq-suz(14)aripanilayu{乃 不 木目触

oq .birikinti-kab廿r廿d廿 きm銭z

yδr廿g-iuγul(15)一maduq廿6Unabipfrayi理 未 顕 故 意 趣 難 知

yol-inalpbolurbilgali

86Abirδks6z(1)一lasaralqubarmγu-1ar一.若 説 諸 徴 全 無 間 隙 然

n了rlgb銭d廿nyoqaripooq-iyiq-iin6ip(2)不 相 雑

birikinti-kヨqad11i首maztip

266

7

8

ρ0

ρ0

9
臼

9
臼

Q
ゾ

0

丑
0

7

2

2

271

「然 るに自ら1)能 くす ることにおいて4)聞 くことを3)耳 中の声 を2)香 等,鼻 等 の根 に隣 したるが

如きに非ず5)」

「在 りと雛 も2)耳 中に1)拓 お至境 に非ず3)」adqa町uは"D''"Uと かかれてい る,

「今1).説 くものは3)大 徳救法 の是 くの如 き意趣 を2)即 ち可楽 に 非ず亦,可 悪(?)に 非ず4)」

国訳:「 今,説 く。大徳の是の如 きの意趣は、 即ち,楽 しむべきに も非 ず,亦,悪 むべきに も

非ず 。」.darm-adiradi=skt.dharmatrata.cf.bhadanta-dharmatrata=「 大徳救法」

「大徳達磨多羅」.

「但だ1)応 か らず3)尋 究す る2)如 何 に無 間なれ ども傍 お相 い触 れざる」bU蛸dUき くb茸rt雌 ・

「(そ の)理 は(顕 れ ざるが)故 に意趣 を1)難 し3)知 ること2)」u7ulmaduq冨?

abipirayf<skt.abhipraya

「若 し1)説 くな らば6)諸 の徴の全 .く2)無く4)間 隙3)然 も相 い雑せず と5)」bar町u=「 徴」
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漢語一ウイグル語対照語彙

1画

一一bir3843859394192194

252;ang'ilki7684116;一

切alqu153188107138189

249alqubar6a21144.

2画

乃

人

入

力

又

了

anflayuoq237239.

iki7583107192196198212;

ikinti7684136178.

kiきi219.

kir-244247255.

k廿6150.

yana915182443606668

73118149176179200206209

214215219221236238244

259.

bil-158159231232236237

238240241265;bili1-111;了

知bil-uq-78227228.

3画

上

与

及

廿6117;茸6Un6136;茸6ag廿116.

上 首bおbaきlaγ33;上 昇yuqaru

aγdin-125;以 上 一tayuqaru

178.

birla162163177206211258;

一li/rli...h/1i252253259;一qa/

ka91039.

ulatf351548590919495.

久

千

大

小

山

已

(dはt音 を,tはd音 を 表 す)

arda6k銭rda256.

ming222.

uluγ6382203204;大 種max-

abut;154;大 徳 求 法ayaq-qa

tagimligdarm-adiradibax§i

268.

ki～}ig203;azu-204.

taγ210.

一u(gerund)t廿k琶 す一94102105

106111256.

4画

中i6247;中 間ikinaraqi210;助

詞 の 中 は ふ つ う 一ta/ta-taq▽ .

塩kiで 表 さ れ る.

云 云 何naすagin22101qayuol

tiptisar75.

五biき257172114121135139

148149;biきin6136.

今

伍

六

分

切

予

天

(195)

amti2268.

anllayuoq267269.

altin6686970.

廿1雌:夜 分t伽 廿1u酎119122

尽 分k廿n-dUz茸1荘 酎125128;

少 分151820123少 を み.よ.

一 切:alqu15213188107138

189249alqubar6a144.

猶 予216217218238240241

猶 を み よ.

天 授divataす191.



少

引

心

方

日

月

木

火

牛

az61;少 分yarlm-6a151820

123.

tard置 一:引 発tar(ユiliptu7-148.

k6rlg茸134101315171819

20273031343638394446

495153545662132;心 所

k6ng廿1-takinom56112432

3542434558596064260.

timinδk6774202203229;

timin214266;bulungyingaq

192196232:方 維227228231

233.

ktintngri128:日 輪k廿ntngri

tigan125.

ay119;aytangri222.

1γa6169.

oototoα151169:火 明oot

yruq2242250tyruq198200

0t-nungyruq199.

ud169.

5画

且

世

令

処

功

北

弁

可

四

外

munda2.

世 間yirtin澱111115124176

184.

kim十(Caus.suf.)154,

orun69218.

功 能adram188.

taγ228.

uqfd-114.

bo1-23178227228247249;

一γuluq/一gu1{ik268 .

tδrtこn6136.

ta首 一tinsfngar-ql541;taき γaru

失

平

必

正

永

生

用

由

立

72.

m伽qadaq42;yidlin-257.

平 坦tUztおang125128.

odγuraq87;必 定adirt-hγ

od7uraq50.

k6ni:正 見k6nikδrUln115

11612412713σ133;正 理k6ni

y6rtig173.

birdamlati81

tur-3;tuγ 一4371859096105

118141ユ44149150151153

154178248260262;tuγur-

131158264;異 生65117,異

を み よ.非 六 生68,六 を み よ.

iき112150151152153.

uγur-in(ta)1662154167177

211232242.

uqiす 一1383212;uqfdfl-14.

6画

亦

仮

伏

光

全

共

(196)

yma32353753556873121

124127130142147175181

184197204215223226231

250268.

yilayu:仮 我 心yflayuman

k6ngul613;yilayu-sfn6a17;

tayan-234.

yava1-36204;yaval(旦ur-35;

bas興1-204.調 を み よ.

60γ128;光 明60γyruq202

yruqya帥q201;大 光 明uluγ

yruγyaldrlq203.

budUn27ヱ.

yomγn11;qamaγ 一h7:不 共



各

同

名

因

在

地

多

如

存

尽

qamaγ 一hγ一sfz39141共 縁 、

qamaγ 一1iγtildaγ260不 共 縁

qamaγ 一hγ一siztidaγ262.

6nginδngin93259.

birtag198260;birt盗gbo1-

170;birik-206211258;同 異

類 、bbiruγuき 一1uγ6ngiuγuき 一1uγ

kδng廿1-lar46;同 類 心ox§aすf

k6ng廿160.

a(1/at32596263167169;

aすVatfbol-4811153140

4144576774819498104

113164176184188190;ada-

708587178ユ8ユ.

偵1daγ160195198212217220

因 縁tildaγ23avanttildaγ

158159.

.tur -62267;自 在arkこatap6a

2829.

orULn99117.

廿k{iき61222. .

qa11嘘。.tag6574111151194

230240241250260262tag

151209266qaltf3577.79169

208;讐 女口in～!銭qalt了.._ta/ta/

tま9119122125128196;如 是

munすaγ16159268muni

mun6ulayu92an(ユaγ62an(ユaγ

oqarUr53如 是 如 是a縫aan6a

oq132;如 実6in-in6akirtか

sin澱78;如 何na砿gin269.

tur-257.

alqlfn6u144;alq一:断 尽ta「 γa「口

alq-103.

当

成

有

次

此

汚.

汝

而

耳

自

至

色

(197)

kin1ユ4;in6ip157.

bolr192142168174175180;

b茸d-186195198199224;成

就t廿ka1-1igbo1-87105177

183.

1)ar122591106122146158

163220223224;bol-105975

133135157178191216225

236238;一liγ/一1ig/一1uγ/一IUg21

88899596115127134136

143145149184;有 表uqiαur

148;有 情tfn1γ 一1ar185.

㎞zi9:次 第kazigtizig83iyin

kazig-6a100;漸 次an6anan6an

kazig6a92118.

bu12239153195204228230

245248250;munda/1nunta12

7088106111174220222242

265;munung164162;muni

173260.

染 汚19515354558995114

121136139140142,.染 を み よ.

siz-1註r80.

in6ip364470119122125128

164170180183196198234。

qu1γaq138162163226.229233

243244247255264266267.

6z308485107132244266;

自 在ark6a2829.

tag-186187188189190192

193194196198213214218

219221222226237239242

243256265267.

6ng727388899596101108



109112120123126129152

153155174175185205210

215.

行yori-2829303334:行 動

yorimaqtapinmak191;行 者

yogaδarfユ3L

衣bδz202

7画

来

何

位

作

住

体

似
.伺

但

初

別

利

助

ka1-244247255.

qayu3ユ22775106163217

220;肱 商gin24:云 何22101

如 何269;何 故na溌 廿n264.

tuき184;tu忌 一taqf257.

qll-157.

tur-222;turmaq-1iγ:一 住bir

turmaq-liγ3一 生 住bir

tu7maq-1iγturmaq-1iγ43;

tuすmaq-hγ:住 持sarg萱rUp

tuすmaq-hγ150.

t6z93:自 体6ztδz107見 体

k6r廿mt6z-1茸g160164168.

体 相t6zbalgU190.

oxきati39.

yin6gasaqi縫2021,尋 を み よ.

t翫k36167176177232269.

angba61ayu256257.

adirt100171238239;adfrtla-

158159;adfrll一 ユ17;angaru

117;angayu;202;差 別23

106132162163165167168

219228231232265,差 を み よ.

ytisikセ109112

basut-1amaq202203.

即

声

対

応

我

改

机

求

決

究

見

(198)

6dr{i254261264268;010q

72159.

荘ll228229236238240241

244247249256257258263

264265266.

k6痴7;対 治y6r加dak85.

tagimlig:tagimligoL。 一γah/

一gali2256不 応tagimlig

armaz… 一γah/一gali16156164

166168181200214269;一 γu/一

g荘k甑rgak8192163153175

180184205218230237240

241248265;相 応yaradi-115

145147.

man272931323778.仮 我 心

y了1ayumank6ng茸1613我 執

manadqaγ151724.

改 易 懐g§il-168169.

toqmaqs69且 す219.

til琶一201202203.

odγuraq:決 了odγuraqbil-238

240241.

究 寛:birすam-1ig67birdamlati

74;尋 究isda一 捕b塑r-269.

k6r-6668727391100102

120123126129155156172

176181182203205209210

216231232233249;k6r廿1-

204207253;kδr茸m25107

108110113114115116117

121124127130133135138

139140142143144145146

147149152153160164168

174175」



言s6zla-14164172182219;

yrliqa-7779:sav116157;

tipti一.162.

身at'6z25;五 識 身biきbilig-1証

quvraγ 一i148.

近yaqin1.92194196198209212.

227228231233236238240

241250265;.親 近yaqin

yaγ 旦q8・

男区 踊誘善刃区yo6an222;栄U刃 匡kきan

257.

8画

事

.依

其

刹

到

取

受

味

命

坦

夜

実

定

井

sav230;vastu86.

tayan-6:能 依714505961

156所 依 根tayanγuluqark-1ig

165;tayaq910131518:所

依48525662167168依 止

17;tayaq-hγ169172;tayaq_

1iγ一in3483151173247264.

anfng114187.

刹 刀βkきan257。

懐gmak188.

a1-189193198212213214

215226232235236238243;

tud-25.

t註gin-63.

tad至 γ230

命 終61-148.

平 坦125128,平 を み よ.

tan:夜 分t廿n廿1雌 一i119122.

如 実6in-in一 磁kirt漉 一si梵a78.

odγuraq265066187256

birlayana96.

彼

性

学

或

所

拘

易

昇

明

(199)

0172226348390949599

101103159194198;anfng40

85;ani677486;anda178

219;siz-1ar1424255256.

t6z72448505255565961

84170171225257;t6z-1員g

10168194198199200.

bo忌 γut117127130136143

144.

azu1261;azu-6a20105210.

所 依79101348525662

165167168,依 を み よ;所 言

qayus6z-1a-141所 縁 断adqaγ 一

fntarγarmaq84adqaγ 一fn

tarγarm踏87;所 縁 事adqanγu-

1ugvastu86;所 縁 境adqanγu-

1uγadqanγu133;所 見kδrg茸1廿k

120123126129216;所 立

oqidγu-6i212;所 起turm踏

257;所 発qayuturmiき264;

所 繋qoきulγuluq91;見 所 断

k6rmak-tatarγarγuluq72;

心 所3561124323542

434559586064260,心 を み

よ.

拘 凝tldi1-tuすul-185186.

改 易168169,改 を み よ.

aγすfn-125.

yaruq119122196198199200

204206208209223224225

253:yaruqy誌uq109112;明 浄

yruqariγbo1-123129133

k6zUn126;明 了b飲iz

balg廿1廿gbil-232bil-236



朋

果

林

治

法

物

盲

知

若

表

長

門

阿

附

阻

237;明 燈yulayaruq-1196198

yruqyula206209;光

明yruqya瓢q201607yruq202

yruqya1すriq203259;火 明yruq

yaきuq203;燈 明yulayruq-i258.

朋 類arq-auγ 嘘64.

捷 §394.

arfγ:樹 林s69廻ariγ210.

uzaqbol-85.

nom3941496366737485

90969910】.102105107108

109121124127130142168;

t6r茸65152191.

ad209.

tagl且k176177178179180

183184.

bi1-270;審 知6inγarubi1-

219;比 知 億nglapbi1P232;了

知bil-uq-78227228bakiz

ba19U1廿kbi一.234.

birδk2754152174182188

190.194217237247257.271;

qayu3985105;andaγyana

73;kim-1ar80.;apym註88

89;言 胃若51196若 言胃.165203

2501謂 を み よ .

有 表uqiすur148.

長 益aldi-154.

uγur:外 門t誌7aruuγur-172

内 門i6garUuγur一 丁110.

阿 毘 達 磨abidarmfki82.

yaqin:附 質 声t6zk6rk-ka

yaqin-qi廿n256.

険 阻119122,険 を み よ.

非armaz938456266687072

73100110120133138140

142146147149160172176

178186191199202213224

225235252266267268;

一siz/s廿z・186204245;一ma一/

一ma-32ユ93 .

9画

便

前

則

南

品

垢

契

度

廻

後

恒

持

故

(200)

6drU86.

6ngd茸n111212263;現 前

y廿 茸zy廿garuqf1-178,y廿 茸z

y廿gartibo1-182

δdr茸6281ユ84ユ89209253.

k廿n228.

bδ1廿k93;随 眠 品114随 を み よ.

kkir134.

契 経sudur7779.

推 度109,推 を み よ。

註vlir一:廻 転avlir-tagzin-232

234.

kinki263:最 後qamaγ 一taang

kinkig9.

turγaru28・

tud-150.

U己UI11718202325263334

48.5056646772748699

ユ02ユ03112117118134150

i60161162165167168182

193194195198199201203

204207209210212214216

219221223224227236238

239244246251252255264

270:anin143142156235



是

染

浄

為

独

界

発

皆

相

砥

258;茸6茸n......anin11164174.

bu157;munda71185200;

munf81184;anf26183265;

ar-15107110137139144

145152160176194;女 口是16

536292132135159268如 を

み よ.

ktin-d置z125128.

kir100kir-lig73不 染kir-

siz6673染 汚kkir-1ig/kir-lig

19515354114121.136139

140142不 染 汚kir-siz8995.

ariγ134:明 浄y「uqa「iγboL

123129ariγyruqbo1-133;

明 浄k6z加 一126;不 浄kkir-1ig

134.

bo1一 .5910111315172731

40444852565759616281

98164183264;qi1-253339

117.

yalnguZ33;s互6註164.

uγu忌25.109.

tuγ_:引 発tarすiliptuγ 一148;

tur一:所 発qayutur-264.

bar6a151931485294138

140142146230250.

bir.ikinti475659171186

187269271;t6z111114190;

相 違tag甑t41112qa蝉bo1-

176;相 応birlayaradi1-115

145147;竪 相tururba19廿

219;木 目続ulal-244248ula-

252ulaq261202263.

頗 砥 迦215,頗 を み よ.

草

迦

音

首

香

芯 霧}toyln80.

ot1.69.

頗 股 迦215,頗 を み よ.

廿n:音 声Onyangqu228264.

上 首b飴ba§laγ33・

yit231232.

10画

倶bir1註141149154;birgar廿192

194196198251253;bir:

倶 時bir6d212.

修

倒

冥

容

展

差

師

息

時

根

殊

益

眠

能

(201)

朧rmmaq91118.

顛 倒120,顛 を み よ.

晦 冥119122,晦 を み よ.

uγuryiq221222.

展 転6す1茸m6dlam47255.

差 別:adfrt6ngi23228adirt

106132162163219231232

265adfri1-165167168.

bax忌i82146.

amri1-246247248260.

δd306774859298148178

192194202212247249250

251256260.

ark-1ig71137138154165

179185187189193197226

229231235266.

adfrtf12

m皿ta:由 舷muntauγur一 至n-

ta211.

asiγ39;長 益 茸kli-a§i1-154.

随 眠 品114随 を み よ.

u_。._γah/一g罰i243480100

101156158202205209214



被

記

量

起

除

215231234242243244264

266;能 依tayanda6f7145055

5961156;功 能18.

芯 錫toyin80.

tag-260

yrhγ:無 記yrhγ 一siz55136

137138無 記 心yrhγ 一sizk6ng茸1

5354;yaraきf:無 記 心yar誌f-

sizkδng廿151.

na6廿kol6;na6廿kirLbo1γay

231.

tur-94257263;turγur-98;

tuγ一184;tuγur-154.

6ngiki(江ar-122;tarγar-132.

11画

動

唯

執

常

得

悪

悉

情

掩

授

推

捨

tapinmak;行,傾 を み よ.

yintam1199107108145172

189213226;yalnguz38.

tuす 一247249;我 執manaすqaγ

151724.

uzatT929.

bul-233259105167;bo1-57

86229;pirapdf858794;得

生 億gl蝋ktuγmaq9096;.目 艮

得 永 断k6z一 廿gbirαamlati

tarγarγahurn騰81.

ayiγ102.

alqd13814α

k6ng司173;有 情tinlγ 一lar185.

掩 蔽6rα 一k61id-125.

天 授divatad19ユ,

推 度yin6廿rda6iizdata6i109.

tiζレ48505255.

教

断

晦

望

欲

深

清

理

現

異

畢

略

眼

寛

(202)

agam161.

tarγar-66687273747677

7980818485879192ユ01

103;tariq-9899104105106;

tard需86.

晦 冥qarar-119122。

k6r-49515455565860;

kδni(コ 。Sln6ti)?44;相 望

k6r廿 §一47171.

amranlnaq:欲 貧amranmaq

az80;k穏sa-201;uγra-202.

arduqraq:深 理 趣arすuqraq

y6「{igyol-f14.

ariγ1a-128.

y6rUg121426166173213

218223270;tδr護204245;

yukdi161162.

y雌zyUgar廿:現 前y茄Z

ytigarUqil-178y{i茸zyUgar雌

bo1-182;y茸ga撒:現 見yUgar廿

k6r-249y茸g註rUk6r廿1-253;

k6「 貸1《 現 見)204.

6ngi464970165.259265;

adirt219261;adfrtδngi133;

異 生pardak6an65117.

畢 寛birすamlig205.

qavirasTnこa75.

k6z971788081108111113

137150153163167172176

177178180185193197199

200203205209211214221

222223224225233.

究 寛birす 註nllig67birdanllati

74;畢 寛birす 装nllig205.



第

経

終

習

脳

許

寅

転

都

釈

険

次 第83100,次 を み よ.

sudur337779.

命 終148,命 を み よ.

6gradin-131:修 習bi訂unmaq

6graすinmak118.

煩 悩niz-vani6774103.

tapla-255256.

az1880141.

avri1-72110244251253:廻

転avri-t盗gzin-232234;arU

ar廿8168;t琶gミ}iL167;展 転

6dl廿m6d1廿m47255.

arfdi249.

y6r-11626.

険 阻u6urumada119122.

12画

勝 …yig36;yigadruq/atruq/

aduruq115150151154.

善adg茸5154115136145147

149.

喩

尋

就

復

覚

斯

智

曾

最

y61aきUrUk206211,

yoγunsaqin621:尋 伺yoγu「1

in6gasaqln620;尋 究isda

t廿bgar-269.

tuす 一36188190;成 就t廿ka1-1ig

bol-87105177183.

yana1243181183.

tuyunmaq134.

bu223.

bilga157;bilgabilig144.

arfdi1030.

qamaγ 一ta:最 後qamaγ 一taang

kinki99;最:極qamaγ 一ta129・

焔

然

無

猶

等

結

衆

証

越

過

道

遊

量

開

(203)

yahn:燈i焔yulayahnイ253.

andaγ:andaγoq37antaγ/

anすa7bo1-22166不 然andaγ

arm註z126195223250254;

in6ip249266271.

yoq14119134161162176

178271:yoqadtur-78:

bolma-4256120221222230

240241;bulduqma-30223;

一sfz/一siz/一suz/一s廿z(P士ivative)

51535455899699109117

130136137138141144171

181209239261265269.

an望layuoq104257263;猶 予

ikir6gtilan-216217240;

ikir6gUl互 一218238241.

t旺ati43228:一ta/一taulat至39

18247172909496119122

138162163191202208210

215230242266.

qo§uγ85919294内 眼 結i6tin

singar-qlkδzqoきuγ;uγu首:

内 眼 結i6tinsfngar-qik6z

uγu忌78・

y(1)rすf1-128.

qamaγ:衆 縁qamaγbasuす6i.si

102衆 色qamaγ6ng-lar155・

tanuq242213.

ard-210222.

m茸nqadaγ223.

yol99100.

kazayori-119122125128.

雌1g廿222.

男口開angaruadfr-117.



間 世 間yirtin6茸 一t欲i111176184

yirtin6茸 一IUg115124;相 間 隔

birikinti-kaatirlh首maz

tidf踏maz5659;無 間oq-suz

20900q-suz269;無 間 道

oq'suzyo199;中 間ikinti

araq至210;聞 隙ooqylq・

随iyin99100173:不 随 法 者

t聴ma砿dt6r競 一1Ug65;随 眠 品

anu忌ayako忌114.

雲1buht119125.

1町頁iyin232.

13画

傾amid一:傾 動amiすmaktabin-

mak213.

愛

意

愚

摂

損

極

楽

滅

照

媛

煩

続

savig185.

k6ng廿13369115.

bilig-siz:愚 闇bilig-siz-1ig

qarangγu132.

tu(lu1-116.

qu則lmaq260.

odγuraq8;arすuqraq199208

224;最 極qamaγ 一ta129・

可 楽s翫vgU1廿k,268

δ6-250253256263;

ardmaklig:一 滅bir

護rdmaklig3.

yarud-196202207209;yaruq

ya帥q:照 色yaruqya甑q6ng

112.

i忌ig:緩1巨 生iきigt6z-lar-i170.

煩ll菌niz-vani6774103.

相 続:ula1-244247248255,

義

聖

触

逼

違

鈴

隔

隙

頓

ula-252,ulaq259261262263.

y6r廿g7175186187.

見 聖 諦102,見 を み よ.

btir丘d廿 き一269

siq一:隣 逼yaqinsfq-207208

214.

相 違41112176,相 を み よ.

qongraγu247249;6ung

qongraγu246.

相 間 隔birikindi-kaatlrTli浄

mazt誓dilfきmaz5659.

271,間 を み よ.

kaz-t銭246249.

14画

像

境

増

寧

廓

徴

徳

慢

漸

漏

爾

(204)

k6rk120123129.

a(翼qanγu25282930347276

79109133187188189193

194198208212213214221

222226235243267.

茸kli-126133.

na6廿kin225.

a～iil-128.

barmγu271.

大 徳 求 法,大 を み よ.

k廿van6141.

an6anan6an126131ヱ33:漸

次an6anan6ankazig-6a92`

118.

有 漏aqfγ 一hγ88899596115

13614517149.

andaγ:andaγ まr-276364

150209257261andaγoqar-

121124130andaγbo1-22



疑

維

聞

説

竪

障

雑

静

頗

鼻

anすaγoqbo1-55anda70q

197;0198.

sizig141.

=方糸筐:bulungyingaqtayaq

227,bulungyIngaq-taq至228

231233.

aきid一,a§d-229233237239

242244249256264265266;

a忌idi一,銭 首d且一248257.

s6z-1a-2417273637111

113146156173176183194

195196245268271;yrhqa-

33.

turur:竪 木目tururba19{i-si

219.

tfdiγ:垢 障kkirtTdiγ134;

tfdi一:所 障t描1γuluq215.

qaすihき 一271.

静 慮dyan178.

頗 丹域迦siparfr215.

burun231266.

15画

審

慧

慮

瞑

縁

こinγar一:審 知 ～貸nγarubi1-219.

bilgabiig110115131134138

140141143144145147148

149.

青争慮dyan178

6vka141.

aすqan-25677274861Q3

133174175;adqaγ8487133

134;tfldaγ327260262264:

因 縁tlldaγbasudtγ6i23avant

tildaγ158159;衆 縁qamaγ

諸

誰

調

論

質

趣

輪

遮

basuす6nO2.

alqu3235424349606774

829091929496979910⑪

102103122133138163171

179184209240241271;

kim158.

kim157.

調 伏:turuldur-yavaldur-35

turu1-yava1-36.

論 師 きastfrakarf82。

tδzkδrk248255256264.

yo1:理 趣yorUgyol-i14意 趣

abip置rayiyo1-i268270;a老un:

悪 趣ayfγa老un102.

tilgan:日 輪k面tngritilgan
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